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1. はじめに

東北ブロックの職業能力開発校では、平成21年度
から平成26年度まで電子機器組立て技術競技を毎年
２月もしくは３月に実施している。出場者は、東北
ブロックにある専門課程（能開大、県立短大）の電
子情報関連の科に在籍する学生である。

本競技の目的は、電子機器関連の技術や技能の向
上にある。出場者は大会出場後、中央職業能力開発
協会が実施している技能検定２級（電子機器組立て
職種）の合格や若年者ものづくり競技大会の出場、
技能五輪全国大会の出場を目指す。また、競技の課
題作成や審査員を指導員とともに学生も行なってい
るため、その学生の技術や技能は格段に向上する。

本競技の出場者は、若年者ものづくり競技大会の
電子回路組立て職種に出場し、平成24年度から平成
27年度まで４年連続入賞している。また、技能五輪
全国大会の電子機器組立て職種に、平成26年度まで
に専門課程の４名の学生が出場しており、１名は努
力銀賞を授与されている。

学生に聞いたところ学生として魅力のある訓練と
は、就職に役立つ訓練であること、成果物があるこ
と、資格等が取れること、競技に出場して良い成果
を得られることなどがある。競技への出場はこれら
を満たすことができる。なお、競技は出場者だけの
トレーニングになると考えられがちだが、競技の内
容や環境を授業に取り入れることで、仕上がり像が
明確になり、体系的な授業になるとともに、競技出

ものづくり競技を通じた職業訓練について

場者がクラスの他学生を牽引するようになる。
ここでは、東北ブロックの電子機器組立て技術競

技および若年者ものづくり競技大会と、筆者が在籍
していた秋田職業能力開発短期大学校（秋田短大）
におけるこれらの競技への取組み事例を紹介する。

2. 電子機器組立て技術競技

電子機器組立て技術競技は平成25年度まで東北ポ
リテクニックビジョンのものづくり競技会として実
施された。本競技以外は、木造耐力壁競技や旋盤加
工技術競技、電気系保全競技、ロボット競技が実施
された。平成26年度は東北ポリテクニックビジョン
としてではなく、各校開催になり、旋盤加工技術競
技は青森職業能力開発短期大学校（青森短大）、電
子機器組立て技術競技は秋田短大で実施された。

電子機器組立て技術競技は、平成21年度から開催
され、東北職業能力開発大学校（東北能開大）や青
森短大、秋田短大の指導員が作業部会のメンバとな
り、１年ごとに持ち回りで競技を主催した。

課題作成に関しては、平成25年度までは東北能開
大の応用課程で当時生産電子システム技術科の中澤
指導員および学生が担当し、平成26年度は、作業部
会のメンバである東北能開大の専門課程で電子情報
技術科の遠藤指導員や青森短大の専門課程で電子情
報技術科に在籍していた渡邊指導員の助言のもと、
秋田短大の専門課程で電子情報技術科に在籍してい
た筆者および２年生が担当をした。

平成21年度から平成23年度は技能検定２級（電子
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図1 省エネコントローラ

（a） 部品面

（b） はんだ面
図2 電子負荷装置
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機器組立て職種）の一部を競技課題とし、平成24年
度と平成25年度はユニバーサル基板を用いた電子機
器の組立てとプログラミングを競技課題とした。平
成26年度は若年者ものづくり競技大会で使用してい
る組立て基板を使用するとともに、ユニバーサル基
板の組立てとプログラミングを競技課題とした。内
容は、若年者ものづくり競技大会を意識したものに
変更している。これらの詳細を下記に示す。

2.1　　平成21年度から平成23年度までの競技内容
平成21年度から平成23年度までの競技内容は、技

能検定２級（電子機器組立て職種）の課題の一部を
製作することである。当時の技能検定２級の実技課
題は図１に示す省エネコントローラの組立てであ
り、２枚の基板のはんだ付けを含む組立てや配線、
束線を含み、４時間以内に取り組む内容になってい
る。本競技ではその中の１枚の基板（図１の中央の
基板）のはんだ付けを含む組立てのみであり、競技
時間は２時間30分としていた。なお、採点は技能検
定２級の仕様に準ずる。

ところが、はんだ付けなどの部品の組立ては、技
能検定２級の練習にはなるが、電子情報関連の競技
としては物足りない内容であった。電子情報関連で
はマイコンの技術が必要であるが、本内容には含ま
れていなかった。

2.2　　平成24年度から平成25年度までの競技内容
若年者ものづくり競技大会を目指すには、はんだ

付けを含む組立て技能に加えて組込みプログラム技
術が必要であり、技能五輪全国大会を目指すには、 
さらにマイコン周辺の電子回路設計・製作技術が必
要となる。そこで、中澤指導員の指導のもと応用課
程の学生が新たな課題を作成した。

課題内容は電子負荷装置の製作と制御プログラム
の作成であり、組立てとプログラミングを２時間30
分以内で実施する。図２（a）は部品面、図２（b）は
はんだ面の写真である。

本電子負荷装置は、被測定電圧源に応じた定電流
や定電圧を生成し、一定の負荷として動作する。

専門課程の１年生が本装置を一から理解して設計
および製作し、プログラミングまで行なうことは困
難である。そこで、あらかじめ回路図やパターン図、
動作させるためのサンプルプログラムを配布し、事
前に学習できる環境を整えてくれた。さらに、ユニ



（a） 部品面
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図3 LEDバー基板
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バーサル基板のすずメッキ線の配線はノウハウが必
要であることから、応用課程の学生の実演を録画し、
出場者に配布してくれた。

競技においてプログラム課題は、当日に公開され、
平成24年度は定抵抗モードに関して、平成25年度は
定電力モードに関しての課題が出題された。

採点は基板の組立てを45点、プログラムを45点、
作業態度を10点の100点満点としている。基板の組
立ては事前に公開した仕様に基づき、はんだ量や部
品の取り付け方などを採点する。プログラムは動作
ができたかどうかを主に採点し、必要であればプロ
グラム記述の作法などを採点する。作業態度は保護
メガネを着用などの安全面や後片付けなどの清掃具
合を採点する。審査は、作業部会のメンバと応用課
程の学生で行なった。

平成24年度は、組立て時間は最速の学生で１時間
20分、組立ての最高点は34.5点、プログラムの最高
点は44点、総合得点の最高点は87点であった。

平成25年度は、組立て時間は最速の学生で58分、
組立ての最高点は43点、プログラムの最高点は44点、
総合得点の最高点は96点であった。前年度より組立
ての時間や得点が良くなった理由は、前年度と同じ
基板を製作するということでノウハウがあったこと
や、部品面の部品の実装は事前に行なっても良いこ
とになったからだと考えられる。

2.3　　平成26年度の競技内容
平成26年度は、各校開催になり、持ち回りの担当

であった秋田短大が主催となった。課題作成は、筆
者の指導のもと、秋田短大の電子情報技術科の２年
生が担当した。

課題内容の大まかな部分は同年度７月に作業部会
で話し合い、若年者ものづくり競技大会の組立て基
板を使用し、その拡張基板を組み立て、それぞれの
機器を制御するプログラムを作成する課題にした。
スケジュールは、11月下旬に出場者を確定し、12月
中旬に出場者に対して仕様書を配布し、12月下旬に
部品を配布した。２月18日が競技当日であり、約１ヶ
月半が練習期間となるようにした。

課題内容はLEDバー基板の製作と制御プログラ

ムの作成であり、組立てとプログラミングを２時間
30分以内で実施する。図３はLEDバー基板の写真
であり、図３（a）は部品面、図３（b）ははんだ面で
ある。

図４は競技で使用するとともに製作する機器の全
体図である。図４（a）のブロック図の右側に示すよ
うに、LEDバー基板はフォトインタラプタや10バー
LEDアレイ、ZigBeeモジュール、PIC18F2520マイ
コンで構成される。ブロック図の左側にある制御
ボードと組立て基板は、若年者ものづくり競技大会
で使用したものである。

図４（b）は競技の際の提出物であり、図の左上に
はLEDバー基板、図の右下は若年者ものづくり競
技大会で使用した制御ボードと組立て基板である。

若年者ものづくり競技大会の制御ボードのマイ
コンはPIC18F4620が搭載されており、組立て基板



（a） 全体ブロック図

（b） 競技の際の提出物
図4 全体図

図5 デモンストレーション
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はLEDドットマトリックス、ロータリーエンコー
ダ等が搭載されている。組立て基板には16ピンの拡
張コネクタがあり、外部の拡張基板と接続できるよ
うになっている。この拡張基板が競技で組み立てる
LEDバー基板である。

若年者ものづくり競技大会に出場していない施設
には制御ボードと組立て基板を貸し出した。また、
全出場者に回路図やパターン図、動作させるための
サンプルプログラムを配布した。

サンプルプログラムは、LEDドットマトリック
ス表示やロータリーエンコーダに応じた液晶ディス
プレイへのカウント表示、A／D変換値の表示、ブ
ザーの鳴動、フォトインタラプタの遮断／透過のカ
ウント、ZigBee通信によるLEDバーの点灯制御で
ある。

当日に公開したプログラムの課題は３つあり、１
問目は、ロータリーエンコーダの角度のLCDへの
表示と角度に応じてLEDドットマトリックスの色

を変えて表示させる、２問目はロータリーエンコー
ダをクリックするとLEDドットマトリックスが１
マスずつ順に点灯する、３問目はフォトインタラプ
タとロータリーエンコーダで指定した色や明るさの
データをZigBeeでLEDバー基板に送信し、LEDバー
を点灯させる課題とした。なお、採点は平成25年度
と同様に基板の組立てを45点、プログラムを45点、
作業態度を10点の100点満点としている。

組立て時間は最速の学生で１時間７分、組立ての
最高点は40点、プログラムの最高点は29点、総合得
点の最高点は79点であった。組立ては例年どおりの
完成度であったが、プログラム課題の３問目が全員
動作せずプログラムの得点が伸びなかった。

2.4　　デモンストレーション
競技実施後に、出場者の先輩にあたる応用課程お

よび専門課程の学生で技能五輪全国大会出場者が、
はんだ付けのデモンストレーションを図５のように
行なった。その際には、配線やはんだ付けのコツを
実演し、質疑応答も行なった。

デモンストレーションは先輩が手本となり、後輩
に教える良い場となっている。この場で、若年者も
のづくり競技大会や技能五輪全国大会への出場を促
すことで、興味を持ち、参加する学生が増加する。

3. 若年者ものづくり競技大会

平成27年度の８月で10回を数え、20歳以下の学生
の技能大会では最も有名で規模の大きな競技の一つ



図6 若年者ものづくり競技大会の課題
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である。競技種目は14種類あり、電子情報関連では
電子回路組立て職種がある。

電子回路組立て職種では、はんだ付けを含む組立
てや、仕様どおりにLEDマトリックスなどの周辺
機器を制御するプログラムの作成を、４時間以内に
行なう競技になっている。

平成25年度から平成27年度まで同じ組立て課題が
出題され、当日公開されたプログラムの課題数は３
年とも５題であった。平成25年度は拡張コネクタに
接続する機器はなかったが、平成26年度は図６に示
す船や宇宙船の方向転換に使用されるフライホイー
ルが出題され、平成27年度にはジョイスティックモ
ジュールが搭載された入力装置が出題された。

大会までのスケジュールは、６月下旬に出場選
手が決まり、７月上旬に仕様書等が公開され、必
要な開発環境が事務局から送付される。実際には
PIC18F4620搭載の制御ボード、LEDバー搭載の外
部IOチェックボード、デバッガであるPICkit3、開
発ツールであるMPLABXやC18コンパイラなどや
仕様書が送付される。

組立て基板の練習材料は各出場校で購入する必要
がある。両面のプリント基板であり、３枚だけ組み
立ての練習ができる。

出場者数は、毎年増加傾向にあり、平成27年度は
出場者数が多くなったため、都道府県に１名のみと
制限され20名の出場となった。なお、出場者は20歳
という年齢制限から、実質は工業高校の学生から能
力開発校の２年生までになる。

平成25年度から平成27年度までの入賞ラインに
ついては、公開されている得点分布１）から判断する
と100点満点中80点以上が３位以上、60点から70点
台が敢闘賞となっている。入賞するには、組立てと
プログラミング両方においてなるべく仕様を満たす
ことが重要であると考えられる。また、拡張コネク
タに接続する機器を制御できるように、日ごろから
様々な機器を扱うことが重要である。

平成24年度は東北能開大の学生が第１位、平成25
年度は秋田短大の学生が第２位、平成26年度は秋田
短大の学生が第３位と敢闘賞、東北能開大の学生が
敢闘賞、平成27年度は東北能開大の学生が敢闘賞と、
４年連続入賞を果たしており、ここ４年では能力開
発校の中では東北ブロックが最も成績が良い。電子
機器組立て技術競技を１年生のときに実施している
成果だと考えられる。

4. 秋田短大の取り組み

筆者が平成26年度まで在籍していた秋田短大で
は、競技の内容に合わせた授業を展開していた２）。

１年生の７月まで全員が技能検定３級の取得を目
指して、はんだ付け等の電子機器組立ての訓練を授
業内外で実施している。また、すずメッキ線の配線
の訓練をマイコン基板やその周辺装置の基板の製作
で実施している。そのときにマイコン制御プログラ
ミングも実施している。はんだ付けなどの組立て基
準や使用するマイコンやプログラム開発環境は競技
に準じ、学生全員が競技と同じ環境で実習すること
で、競技へ興味がわくような仕組みを整えている。

また、２年生が１年生を教える仕組みも整えてい
る。秋田短大では入学時に２年生と１年生の交流も
含めて導入教育という授業を行なっている。このと
きに、２年生全員が１年生に対してはんだ付けを教
える時間をとった。電子機器組立て技術競技の出場
者がデモンストレーションをすることで、１年後の
仕上がり像が明確になる。また、２年生全員が技能
検定３級を取得するとともに、日ごろからはんだ付
けをしており、一定の技能を有しているため、模範
となる先輩になっている。
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率よく習得できるため、組立てが上手になった５台
目程度からプログラミングに取りかかり、プログラ
ミングを主にして練習を行なう。

約１か月半でこれらの練習をするためには、約80
時間が必要であった。そのためには放課後および土
日祝日を有効活用する必要がある。

平成24年度から平成26年度までの３年間、秋田短
大の学生は第１位を獲得した。秋田短大の学生の中
でも練習を多くした学生が上位になっているため、
練習の重要性があらためて認識できた。

4.1.2　　若年者ものづくり競技大会への取組み
競技に出場する学生は、２年生の卒業制作の実習

（総合制作実習）で、競技等に必要な電子機器の組
立てやプログラミング技術を習得する。

プログラミングは１年生の電子機器組立て技術競
技で訓練し、組立てはユニバーサル基板や片面のプ
リント基板で訓練しているが、若年者ものづくり競
技大会で使用する基板は両面のプリント基板である
ため、新たに訓練が必要である。

両面基板の練習は、技能検定２級の実技課題が良
い。検定合格を兼ねているので学生も積極的に取り
組むことになる。

競技大会用の練習基板は７月中旬に手元に届くた
め、それまでは技能検定２級の実技課題である両面
基板の練習と前年度の出場者が製作した組立て基板
を用いてプログラミングの練習をする。

技能検定２級の実技試験は７月上旬にあるため、
試験後からであると競技大会まで１か月も無い中で
練習をする。そこで、日ごとに計画をたて、進捗管
理することが重要になる。学生主体で計画をたてさ
せ、学生達だけで進捗管理をしても良いが、仕上が
りの目標を十分に把握している指導員が行なった方
が短期間で習得度を向上させることができる。 実
際には、指導員が課題を10問程度作成し、取り組む
日程を決め、順に解かせる。その内２問は本番さな
がらにし、緊張感ある中で実施した。

７月には総合制作実習が集中的にあり、その時間
を使えるため、期間は短いが時間は取りやすく、放
課後や土日祝日を入れて約100時間の練習を行なう

このように競技は、単に出場を目指して技術や技
能を習得するだけでなく、教え、伝える力も養うこ
とができる。下記に、出場を目指した具体的な取組
みと、後輩育成および学生が競技の審査や課題を作
成した事例を示す。

4.1　　競技出場のための取組み
4.1.1　　電子機器組立て技術競技への取組み
１年生の12月までは、授業内ではんだ付けやすず

メッキ線の配線、プログラミング技術を習得するが、
授業という限られた時間であるため、電子機器組立
て技術競技ではその練習量だと入賞には至らない。

そこで、２月もしくは３月の競技に向けて、１月
上旬から放課後や土日祝日を用いて本格的に練習を
開始する。まずは、はんだ付けの練習から始める。
部品実装をせず、すずメッキ線の配線のみの練習を
する。作業効率を向上させるためのリードペンチや
ニッパ、はんだこての持ち方から、すずメッキ線の
曲げ方やはんだこてのあて方まで徹底的に訓練す
る。最初はすずメッキ線の浮きや直線性、基準を満
たすはんだの量を追及し丁寧に配線する。次に、タ
イムトライアルをし、スピードを向上させる。スピー
ドを上げると丁寧さがなくなるので、次に丁寧さを
心がけ作業する。これらを繰り返すと、丁寧かつス
ピードのある作業ができるようになる。

すずメッキ線の配線の練習を２週間程度続けた
後、競技仕様をもとに競技で製作する機器の組立て
からプログラムの書き込みまでの一連の作業を行な
い、動作させることに専念する。最初の数台は仕様
書を熟読し、丁寧に作業を行なう。次に、すずメッ
キ線の配線と同様に、タイムトライアルをするなど
をして繰り返し訓練をする。作業を動画で撮り、自
分の作業を確認することで作業手順等を再考し、短
時間で作業ができるように各自工夫する。以上によ
り、１台目は５時間程度かかっていた作業が、５台
目には２時間程度、10台目には１時間程度になる。

プログラミングは、２年生が課題を考えて、出場
者である１年生がその課題を解くということを繰り
返す。平成26年度は課題を８問作成し解いた。プロ
グラミングはまとまった時間で集中して行なうと効



図7 秋田県副知事への受賞報告

図8 指導風景
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に準じているかを判断できる能力を養うことができ
る。他にも、１年生全員が合格できるようにするた
めの指導員の補佐的役割も大いにある。

実際にこの仕組みを作った平成25年度と平成26年
度は受験した学生は全員合格している。平成26年度
は、特に受検結果が優秀だった学生が秋田県職業能
力開発協会長表彰を授与されており、後輩育成の効
果があったと考えられる。

4.2.2　　電子機器組立て技術競技の課題作成と審査
前述したように電子機器組立て技術競技の平成26

年度の課題は、秋田短大で作成した。審査は作業部
会のメンバが主で行なったが、秋田短大の２年生も
審査に加わった。

課題作成については、課題漏えいが考えられるの
で、筆者と２年生１名は直接１年生を指導しないよ
うにするなど細心の注意を払った。

組立て課題の候補は作業部会メンバで決めたが、
具体的な課題は秋田短大のこの２名で決めた。特に
配線設計や製作、プログラム課題の作成は学生が担
当し、チェックや直しは筆者が行なった。

この学生は平成25年度の本競技出場者であり、若
年者ものづくり競技大会の出場者でもある。若年者
ものづくり競技大会では敢闘賞で第３位以内に入れ
なかった悔しい思いをしていたため、後輩には第３
位以内になれるような課題を作成したいとのことで
あった。その結果、課題の３問中１問が一人もでき
なかったが、若年者ものづくり競技大会までに習得
しなければならないプログラミング技術を示すこと
ができたと思われる。

この学生には、当日公開する課題の説明や競技結
果の講評もさせ、社会人になってから必要不可欠で
あるプレゼンテーション能力や責任感を身につけさ
せることができた。

4.3　　学生の声
競技者は総合制作実習として、競技や後輩育成に

取り組んでいる。その実習に対するアンケートの結
果は図９のようになった。「あなたはこの実習テー
マについて積極的に取り組みましたか？」という質

ことができた。その結果、秋田短大で初めて出場し
た平成25年度は第２位、平成26年度は第３位と敢闘
賞を受賞した。図７のように、その受賞報告は秋田
県の副知事にし、それは新聞等のメディアにも取り
上げられた。この経験は学生にとって一生涯忘れら
れない経験となったと思われる。

平成24年度までは秋田県は本競技大会に参加して
いなかったため、平成25年度出場を目指して秋田短
大自ら秋田県の能力開発協会と積極的に連携し、秋
田県初の代表として出場することになった。このよ
うに、競技に参加する機会を学生に提供することも
重要である。

4.2　　後輩育成および競技の審査や課題作成
4.2.1　　後輩育成
競技の出場者は２年生の５月から１年生の後輩へ

技能検定３級の技能指導を行なう。図８は指導風景
である。教えることで、はんだ付けの仕方や組立て
の手順を再確認するようになる。また、組立て仕様



（a） 積極的に取り組みましたか？

（b） 必要な技能・技術を習得できましたか？
図9 アンケート結果
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問に「はい」が60％、「どちらかと言えばはい」が
40％、「あなたはこの実習テーマに必要な技能・技
術を習得できましたか？」という質問に「はい」が
80％、「どちらかと言えばはい」が20％となり、両
方の質問共「どちらかと言えばいいえ」と「いいえ」
が０％であった。

これらの理由は「競技への出場や課題作成、審査
など明確な目標があった」、「電子回路やプログラミ
ング技術が向上した」、「競技に出場し、入賞したの
で達成感が得られた」、「教えることで理解が深まっ
た」、「課題作成をしたことで責任感が向上した」、「１
年生のときに競技に出場し、２年生でやるべきこと
が明確になった」、「１年生のときの競技の成果物を
就職試験のときに持参したときに面接官がすごく興
味を持ってくれた」などのコメントがあったことか
らもわかる。

中には、「練習は大変だったが忍耐力が付き、就
職したときに役立ちそう」、「大変だったが仲間が頑

張っていたので自分も頑張れた」という意見もあり、
学生にとってはきつかったが、将来のために良かっ
た、仲間との絆が深まったという思いが伝わってき
た。

5. 最後に

平成21年度から東北ブロックで電子機器組立て技
術競技が開始され、平成26年度には若年者ものづく
り競技大会に向けての競技として確立できた。

競技は時間や費用がかかるが、学生が育つ絶好の
機会と思って積極的に取り組んだ方が良い。練習に
よる技術や技能の向上もあるが、自分で試行錯誤す
る能力、仲間同士で切磋琢磨する能力、繰り返し練
習をする忍耐力が養われる。また、競技によって向
上した技術や技能で後輩に教えることができる。ま
た、競技は課題作成や審査をする場を与えてくれ、
プレゼンテーション能力や責任感を身につけさせる
ことができる。

競技運営においては、各校単体で考えるよりも地
域ブロック単位で実施すると競技者も増え、盛り上
がる競技ができると思われる。そのためには指導員
同士の連携が重要になる。そして、各施設の職員の
協力が必要不可欠になる。

最後になりますが、ご尽力いただきました東北能
力大と青森短大の職員の皆様、若年者ものづくり競
技大会の組立て基板の使用を許可していただけた職
業大の小野寺教授、さらに、秋田短大では秋田県能
開発協会の皆様、同協会と連携をする際にご尽力い
ただいた元秋田短大校長の田野倉様、共に学生指導
に協力していただいた谷地先生や村谷先生、そして
電子情報技術科をはじめとする職員の皆様に、この
場を借りてお礼申し上げます。

＜参考文献＞
１）若年者ものづくり競技大会
 公式サイト：http://www.javada.or.jp/jyakunen20/index.html
 （参照2015.10.15）
２）庄林雅了・谷地健治：「電子機器製作による技術・技能者育成」、

秋田職業能力開発短期大学校紀要No.19、pp.36-39、2013
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1. はじめに

福岡県立小竹高等技術専門校建築科では、施工実
習の訓練において、民間から工事を受託し施工を行
う（以下、校外実習とする）ことで実践的に応用力
を養成している。これまでは福岡県内にある全ての
建築施工系の科で行われていたが、現在では本校建
築科のみで実施している特色ある訓練である。

そこで本報では、平成26年度に実施した校外実習の
実施内容を報告するとともに、実習に参加した訓練生
と発注者である施主に対して本校外実習に対するアン
ケート調査を行ったのでその結果を併せて報告する。

2. 校外実習の概要

建築科が行っている校外実習は、「高等専門校等
の製作品及び工作物等に関する処理要領」に基づき、
対価の支払いを受けることを約束し委託を受け、実
技訓練により物品の製作、加工及び修理並びに建築
物及び工作物の工事を行うものである（図１）。以
下に、26年度に実施した校外実習の内容を示す。

3. 校外実習の内容

3-1　　福岡県田川市KI 邸
①　床張り工事
玄関から台所までの廊下床（図２）が工事箇所であ

る。実技訓練で行ってきた手工具、電動工具の使用方
法だけでなく、建築施工の学科訓練で行ったフロー
リング材の割り付けや納め方の技能が必要になる。

②　工程
平成26年11月28日（金）から12月４日（木）の四日

間、福岡県田川市のKI邸で実施した。

平成26年度建築科施工実習における 
校外実習の実施とその評価

福岡県立小竹高等技術専門校建築科　堀田　重高
　藤川　孝之
　奥居　一八



図3 実習の説明状況

図4 床張り納め状況

図5 床張り仕上り状況

図6 KO邸平面図

図7 平成26年度校外実習前の状況（南西より撮影）

図8 実習の説明及び水準測量工事状況
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3-2　　福岡県飯塚市KO邸
①　床組工事、建具取付工事、外壁工事、庇工事、

内装下地工事　他
平屋木造住宅の模様替えである（図６）。平成26

年度の実習は、平成25年度の校外実習の続きであり、
基礎を作り直した後の軸組みと小屋組みだけの構造
体の状態（図７）に、床組を作り、建具を取り付け、
外壁を仕上げ、庇取付、玄関の施工、内装下地施工
までを行った。

②　工程
平成26年12月５日（金）から平成27年３月13日（金）

の約３ヶ月間、飯塚市のKO邸で実施した。



図9 床組工事説明状況

図10　床組工事状況

図11　外回り建具取付状況

図12　外壁下地取付（防風シート張）状況

図13　外壁下地取付工事状況（南西より撮影）

図14　外壁張り工事状況（南西より撮影）

図15　庇取付工事状況（東北より撮影）
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図16　庇取付及び玄関工事状況（北西より撮影）

図17　駐車場庇取付工事状況（南西より撮影）

図18　断熱材充填及び内壁下地工事状況
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4. アンケートの結果と考察

KI邸校外実習終了後12月５日、KO邸校外実習終
了後の３月16日に参加した訓練生７人と施主に対し

てアンケート調査を実施したので、その結果を示す。
まず、訓練生に対して行ったアンケート調査につ

いて考察する。

4-1　　校外実習の作業完成度の満足について	
（表1）

KI邸
５人が「満足している」、２人が「やや満足して

いない」と回答した。満足した理由には
①　自分が作ったものがきれいにできた事。
②　フローリングが隙間なく出来た。
③　きれいに仕上がった事。
④　床のはがれや浮きが無く隙間なく張れていた。
⑤　学校では体験できない事が出来て緊張感があ

り、とても満足しました。
との記述があった。工事前は床に浮きがあり歩行に
難があった床が、工事により改善されたことに感動
していた。

２人が「やや不満足」と回答した。やや不満足の
理由には
①　場所が狭く作業人数に限りがあった事
との記述があり、小規模の工事では訓練生全員が作
業出来ない問題があり、作業人員の配置を改善する
必要があった。
KO邸

５人が「満足している」２人が「やや満足してい
る」と回答した。理由には
①　かなり良い仕上がりになった。就職先で役に立

つから。
②　最初は軸組みだけであったものが家の形になっ

て満足している。
③　学校では体験できない事ばかりだったのでとて

も貴重な体験ができました。
と記述があった。工事を繰り返すごとに形になり完
成していく様に感動し、また実践的な訓練が出来た
ことに満足している回答であった。このことから校
外実習に参加することで建築工事に対する達成感を
得られ、さらに校外実習（訓練）に対して興味関心
が誘起されることで意欲的に取り組む姿勢・態度が
養われたものと考えられる。このことは、校外実習



表1 作業完成度の満足について

表2 難易度について

表3 期間・時間・時期について
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で得られた独自の効果であると考えられる。

4-2　　校外実習の難易度について（表2）
KI邸

３人が「難しい」４人が「やや難しい」と回答し
た。理由には
①　現場合わせなので加工が難しい。
②　状況に応じた処理で作業を行わなければならな

い事。
③　校内では習っていない施工方法で実施を要す

る。との記述があり、訓練生には、校内で行った
基礎訓練では、対応できなかったことが難易度を
感じさせていた。

KO邸
５名が「難しい」２名が「やや難しい」と回答し

た。理由には
①　たくさん学ぶことがあった。
②　簡単な作業と難しい作業との差が大きかった。
③　やり直しが出来ないので非常に難しい。
④　校内訓練の応用でしたが、場所によってはサイ

ズが違ったりしたので難しかった。
⑤　ほとんど難しかった
との記述があり、実際の現場が図面通りではない場
合でも工夫し納めていく必要がある事に、とまどい
苦労していたことが伺われる。

4-3　　校外実習期間・時間・時期について（表3）
KI邸では５名が「やや足りない」１名が「足り

ない」と回答した。理由には

①　もう少し実習時間が欲しい。
②　時期は夏から秋が良い。
③　冬場では日照時間も短い。
④　もっと時間を掛けたかった。
⑤　（施設内での訓練ではなく）現場で勉強したい。

と記述があった。
KO邸

２名が「やや足りない」３名が「足りない」と回
答した。理由は
①　もう少し余裕があった方が良かった。
②　訓練期間が２年あって、１年を校外実習ができ

ればやりたかった。
③　実習期間が短すぎる
と記述があり、過半数の訓練生がもっと校外実習で
の実践をしたいと考えている。工事難度の為か工期
の猶予を求めている記述があるが、施主の生活に負
担をかける為、訓練と言えども、早々の竣工を目指
している。校外実習の期間は訓練生の基礎力の修得
期間が必要な為、現状の大幅な変更は無いが、軽微
な易しい工事ならば訓練生の希望する秋の実施につ
いての検討は可能である。

4-4　　校内実習と比べ即戦力（応用力）が習得出
来たか（表4）

KO邸のみで回答をいただいた。３名が「習得で
きた」３名が「やや習得できた」と回答した。理由
には
①　外回りの作業は校外でないと経験できない。現

物合わせが必要な事が多かった為。
②　まだ自信は無いが、習得できた。現場状況に応

じた工夫が必要でありそれなりに対応した。
と記述があり、校内での訓練では得られなかった、
応用力の習得を実感している。



表4 校内実習と比べ即戦力（応用力）が習得出来たか

表5 施主へのアンケート
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れたらいいなあと思います。この制度に感謝しま
す。」と評価を頂き、訓練生にとっても一生懸命工
事を行うことで感謝され、そのことにやりがいを感
じていた。このことは、本実習を通して得られる独
自の効果であると評価できる。KO様からは、「期間
内の工程表があると予定が立てやすい。一日の作業
終了後の掃除について釘や紙コップが残っていた」
との指摘があり、今後の改善事項として周知する必
要がある。

5. おわりに

校外実習の目的は、実践的に訓練生の応用力を養
成することである。今回の実践では、参加した訓練
生にとって施設内での訓練と比較し、応用力の習得
が実践出来たと感じている。また、前述したように、
達成感や興味関心の誘起、意欲的に取り組む姿勢・
態度の養成、施主からの感謝でのやりがい感等、校
外実習独自の訓練効果であったと考える。

一方、施主から建材等を提供してもらうことで施
設内の訓練では実施できない訓練が出来る一面があ
る。校外実習は、自治体の財政が厳しい状況の中に
おいて経費の負担を少なくし持続可能な訓練を実施
することに適している。

今後、訓練生からの要望や施主からの指摘事項の
改善を行い、この校外実習は、継続させたいと考え
ている。そのためには、地域の企業が求める技能・
知識の習得度の調査を行い、より実践的・効果的な
訓練を実施することで企業ニーズに応える人材の育
成に努めていきたい。

4-5　　施主に対するアンケート
次に、施主に対して行ったアンケート調査の結果

（表５）について考察する。
① 品質について
２件の施主共から「満足」をいただいた。理由と

してKI様からは、「きたなかった廊下がみちあげる
ほどきれいになりました一生懸命作業してくださり
とても感謝しています」、KO様からは「外壁張りが、
とてもきれいです、サッシュ取付けコーナー部分が
素晴らしい！」との言葉をいただき大変満足してい
ただいたことが分かった。

② 価格について
２件の施主共に「満足」をいただいた。KI様か

らは「安いのにとても驚きました、これでいいのか
と申し訳なく思っています。ありがとうございま
す」、KO様からは「人件費が抑えられているので」
と加工受託費用の低額さに満足されている。

③ 工期について
KI様からは「満足」をいただいた。理由として

「短い期間で仕上げてくださいました。段取り良く
説明もキチンとあり工程通りでした」との言葉をい
ただいた。一方、KO様からは「やや不満足」と評
価が分かれた。理由は「思っていたより進まなかっ
た、期間内の作業の出来ない日等、事前に分かる工
程表・進捗表があったらいいなぁと思いました」と
言葉をいただいた。施主が思っていたより工事が進
まなかった事と、工事の説明が不十分であった事が
理由である。打ち合わせ時点で十分な説明が大事で
あることが分かった。

④ 自由記述
KI様から「きれいになった廊下を見て嬉しくて

たまりません。生徒さんたちが立派な大工さんにな



図1 研修用ガントリークレーン実機
揚程25ｍ、アウトリーチ33.5ｍ	

船舶を模した船形が設置されている（手前）
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次長　志方　　定

1. はじめに

港湾技能研修センターは、港湾労働者の能力の開
発・向上を目的として、昭和63年に財団法人港湾労
働安定協会（平成24年４月に一般財団法人に移行）に
よって、愛知県豊橋市に設立された、ガントリーク
レーン実機を有する国内唯一の職業訓練施設です。

研修コースは、ガントリークレーン運転研修、ス
トラドルキャリヤー運転研修の他、愛知労働局長の
登録教習機関として、クレーン運転士免許試験に係
る実技教習他、玉掛け技能講習、フォークリフト運
転技能講習及び船内荷役作業主任者技能講習等７科
目の技能講習を実施しています。

また、愛知県公安委員会指定の指定自動車教習所
として、大型自動車等の運転免許取得研修を実施し
ています。

平成19年度からは、港湾運送事業者の後継者育成
を目的に、概ね入社５年未満の港湾労働者を対象と
した、若年港湾労働者研修（港湾運送事業法、国際
物流の現状等をテーマにした座学講座）を開始しま
した。

研修コースの中でも、ガントリークレーン運転研
修は、設立当初から研修用に設置されたガントリー
クレーン実機を用いた研修として、多くの港湾運送
事業者から、ガントリークレーンオペレーター養成のた
めに研修生を派遣していただいているコースです。

こうした中で、ガントリークレーンを始めとして、
港湾運送事業における機械化及び技術革新の進展に
対応し、革新荷役機械に係る教育訓練を効果的に実

ガントリークレーン・シミュレータの導入と活用

一般財団法人　港湾労働安定協会　港湾技能研修センター　所長　竹内　孝一

施するため、平成26年度に国は、ガントリークレー
ンシミュレータ（注１）を港湾技能研修センターに
設置し、港湾労働者が高度な技術・技能を習得でき
るよう支援することとしました。

この稿では、導入されたガントリークレーンシ
ミュレータの仕様及びシミュレータ訓練を導入した
ガントリークレーン運転研修と、新たな研修コース
について、カリキュラム等を検討してきた、「ガン
トリークレーン訓練カリキュラム等研究委員会」（以
下、「研究委員会」）（注２）及びその専門部会の議
論の経緯を含めて報告します。

2. ガントリークレーンシミュレータの仕様

シミュレータに期待される性能や機能について
は、現在国内メーカーでは製造されていないことか
ら、海外メーカーの製品をベースに検討を行いまし
た。



図2 シミュレータの外観
奥が訓練生ブース、手前が指導員卓

図3 訓練生ブースの運転席・コンソール
操作レバー、ボタン類の位置は、研修センター実機と

同じ配置に設計した。

図4 指導員卓のディスプレー
左が制御状況表示用、右が模擬視界表示用。模擬視界
の視点は、中央のジョイスティックの操作で自由に定
められる。
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重視したのは、実機との連携、ハードウェア構成、
ソフトウェアの汎用性、クレーンモデルの対応能力、
天候の変化等に対応できること等でした。以下、設
置したシミュレータの主な仕様構成と、「研究委員
会」における検討の視点について報告します。

2.1　　ハードウェア構成
（1）	訓練生ブース（幅2.9m×奥行3.2m×高2.9m）
①　左右コンソール（スイッチ類を配置）
②　電動式３軸動揺装置（縦・横・ピッチ）
③　模擬視界５面
④　音響装置及び通話装置（指導員と通話）

（2）	指導員卓
①　制御装置状況表示用ディスプレー

訓練生の操作状況をリアルタイムにモニタ
リングする。

②　模擬視界状況表示用ディスプレー
訓練中の模擬視界を任意視点でリアルタイ

ムにモニタリングする。
③　プリンター
④　通話装置（訓練生と通話）

（3）	電子計算機
①　ホスト（ 指導員卓システム用）　１台
②　指導員卓模擬視界生成用　　　　１台
③　訓練生ブース模擬視界生成用　　５台
④　スペック

CPU：Intel Core i7
メインメモリ：8GB
HDD：250GB

2.2　　ソフトウェア構成
（1）	運転モデル
①　ガントリークレーン揚程２種類

（レール面上：39.5m、46.5m）
②　レールスパン：30m
③　アウトリーチ：46m
④　スプレッダー：20/40/45ft

（2）	船舶モデル
コンテナバージ、フィーダー船、パナマックス

船及びポストパナマックス船の４種類。
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（3）	交通流モデル
ヤードトラクター、ヤードトラック、トレー

ラー、ストラドルキャリヤー及び作業員等。

（4）	環境設定モデル
時刻による太陽位置、影、視程、雨・雪、風

向・風速及び潮の干満を変化させることが可能。

（5）	衝突判定・模擬故障モデル
スプレッダーと対象物との衝突の判定、及び

ケーブル、フリッパー等の故障を意図的に発生さ
せることができる。

（6）	「訓練生概要レポート」作成機能
運搬時間、時間あたりの運搬数、荷役経路の軌跡

（グラフ化）及び衝突回数（軽度・致命的）等を表
示できる。

3. 仕様の特徴と、研究委員会での検討

3.1　　荷役現場の操作技能重視
研究委員会は仕様を検討する上での基本的考え方

として、「荷役現場で実際にガントリークレーンを
操作している人からの情報を重視すること。」とし
ました。

同様に、カリキュラムを作成する上でも、「港湾
施設において必要とされるガントリークレーン操作
技能の内容を踏まえる。」としました。

例えば、荷役作業で重要な技能に、“振れ止め”
があります。ガントリーの揚程、巻上・横行の速度
に応じた再現性があるかどうか、着床時における衝
撃の度合いは適切か、地切の際のコンテナの微妙な
振れも再現できるのか等々、オペレーターが安全重
視の作業のため、必要な訓練に活用できるかどうか
の視点から検討が行われました。

3.2　　実機では体験できない訓練が可能になる
シミュレータを活用した訓練の特徴は、実機では

体験できない訓練が可能になることです。

（1）	風速・風向に変化をつける
荷役作業する上で、風による影響は作業の安全

性の確保、効率的な作業の推進にとって、重要な
ファクターとなります。

国土交通省の通達は、クレーン等安全衛生規則
第31条に定められた「強風」を基準にして、「10
分間の平均風速10ｍ╱S以上」を「作業を中断す
る。」判断基準とすることとしています。

また、地切り及び着床時には、わずかの風で
あっても、コンテナ等の接触事故につながること
があります。

シミュレータでは、風速を０～30ｍ╱Sまで任
意に変化させることができます。又風向も任意に
設定でき、45度の範囲で自由に変化させることも
できます。

（2）	雨・雪・霧及び時間による視界の変化と潮流
の変化

オペレーターは、コンテナとスプレッダーの着脱
を、自分の目で見て判断することになりますが、天
候によってはいつでも視界鮮明とは限りません。港
によっても天候条件は変わります。

様々な条件を設定し、荷役作業を体験することが
できます。

雨、雪、霧による視界の障害では強度も変化させ
ることができます。ただ、霧の状態を最強にすると、
視界ゼロの状態になり、作業不可能になることがわ
かりました。時間による視界の変化は、太陽の移動
による影の位置が変化することへの対応訓練になり
ます。

潮流の変化は、波による船舶の上下運動を発生さ
せることができます。最大－５ｍから＋５ｍまで変
化させることができます。特にホールド作業を体験
する訓練では大変有効になります。

3.3　　「訓練生概要リポート」の効果
訓練生の行った訓練の成果を、様々なファクター

で表示できます。
図５は、「訓練生概要リポート」の一部、荷役経

路の検証図です。



図5 荷役経路の検証図（良い例）

図6 荷役経路の検証図（好ましくない例）
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右側が船、左はガントリークレーンです。訓練生
が左側から、右側の船にコンテナの積み込みをした
経路が黒い線で記録されています。赤い線は、理想
の経路図です。

黒の線が、赤い線の中に入っていることから、こ
の訓練生の作業は、“適切な経路”に沿って、行わ
れたたものであると判断できます。

図６は、同じくコンテナを左側から右側の船に移
動した経路が黒い線で記録されています。ただし、
この場合は、赤い線で描かれた理想の経路から、逸
脱していることがわかります。

作業時間も記録されます。図５の良い例は、１分
44秒、図６の好ましくない例では、４分36秒かかっ
ています。

このように、訓練の成果として、１回の作業毎に
レポートが作成されます。

こうした荷役の軌跡、費やした時間の他、作業全
体に要した時間（最短と最長を含む）と１時間あた
りに換算した移動回数、コントロールレバーの操作
回数、荷役作業中に起こした衝突の回数（コンテナ
とコンテナ、コンテナと部材等）が表示されます。

また、模擬故障を意図的に発生させ、その対応時
間を判定することもできます。着床ピンの故障、コ
ンテナの落下等を特定のコンテナに予めシナリオ化
し、その際の応答時間を判定します。

このレポートによって、①訓練生の技能到達レ
ベルを客観的に評価することができること。②オペ
レーターの行動特性を、その都度明らかにすること
ができます。

さらに活用を広げていくと、これからガントリー
クレーン荷役作業に携わることを目指している労働
者の適正を判断するデータとしての利用も考えられ
ます。研究委員会の委員からも、入職した若年労働
者等が、ガントリークレーンオペレーターとしての
適性をそなえているか、シミュレータを活用して判
断することはできないかとの、意見もありました。

ただし、適性判断のための基準を作ることが必要
ですし、さらに優れた荷役作業者のデータを収集し、

「訓練生概要レポート」として蓄積する必要があり
ます。

4. シミュレータ訓練を導入したガントリーク
レーン運転研修カリキュラムの構築

4.1　　ガントリークレーン運転研修コース
「ガントリークレーン運転研修」は、クレーン運

転士免許所持を条件に、ガントリークレーン初心者
を対象にした研修コースです。図１にある、実機を
使って訓練を行っています。

運転席を改造し、研修生２名と指導員１名が搭乗
できる構造とし、１回定員２名で、訓練時間は35時
間（５日間）で実施してきました。

訓練目標は、「１時間あたりのコンテナ取り扱い
技量を、25本から30本程度。」としています。



表1 カリキュラム構成（概要）
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この研修コースに、シミュレータ訓練を組み合わ
せ、実機による訓練の安全性及び実機操作の能力向
上をめざすこととしました。
（1）	シミュレータ訓練導入の意義

研究委員会では、それまでの実機のみを使用し
た訓練に、シミュレータ訓練を導入することによ
る意義を専門部会の論議を踏まえ、次の様に整理
しました。
①　安全の確保が今まで以上に容易になること。

訓練対象者が概ね初心者であることから、シ
ミュレータ訓練の導入によって、より安全性の
確保が期待できること。

②　シミュレータと実機の訓練を交互に繰返すこ
とによる、技能向上効果が期待できる。

③　シミュレータ訓練導入により、今まで以上に、
技能の向上が期待できることから、実機訓練の
教科内容を拡大させ、今までできなかった教科
を導入することも期待できる。

④　指導態勢の見直しにより、訓練定員の増を図
り、港湾運送事業主の期待に応えること。

（2）	新カリキュラムの検討結果
教科の構成は、これまでの実機のみの訓練カ

リュラムを基本に、実機による訓練の前に、同様
のシミュレータ訓練を付加することを基本に構
成しました。

シミュレータ訓練の時間は、全体で５時間とし
ました。

以下は、そのカリキュラム構成の概略です。

また、実機の訓練時間を可能な限り確保するた
めに、シミュレータ②の訓練と実機による「応用

操作」訓練の一部を２名の訓練生が別々に受講す
る時間割にしました。

（3）	試行訓練（注3）による効果の検証
研究委員会では、新カリキュラムの有効性及

び、シミュレータ訓練が実機の操作におよぼす効
果を検証するため、試行訓練を２回実施しまし
た。（１回18時間、１回定員２名）

また、受講した訓練生及び担当した指導員の意
見を基に検証会議（注４）を開催し、その効果を
確認しました。
①　ガントリークレーンの操作技能で重視される
“振止め操作”に関して、「実機操作の前に、シ
ミュレータによって“振れを止める”必要性の
学習と、実際の振れの止め方の訓練を行うこと
により、訓練生が実機操作をする上で、その心
構え（気持ちのゆとり）ができていた。」、「初
心者である訓練生が、はじめて操作する不安感、
緊張感がシミュレータ訓練によって軽減させる
効果がある。」等々の成果を得る事ができまし
た。

②　気象条件（強風、雨、雪等）の変化に対応す
る訓練については、訓練生から一様に、「風の
中での振れ止め、地切、着床は大変難しかっ
た。今後の作業の参考になる貴重な体験ができ
た。」との評価を得る事ができました。

③　「訓練生概要レポート」は、効果を検証する
上で、貴重なデータになりました。特に荷役
経路が図で明示されることは、荷役時間全体の
短縮に結びつける効果は大きいと判断されまし
た。試行訓練を受講したある訓練生の１人は、

「１年後に再度この訓練を受講し、１年間の現
場作業での成長を確認したい。」との意見もあ
りました。

④　教科毎の訓練時間設定の妥当性については、
訓練生の習熟度・満足度から判断して、今回の
訓練からは、一様な結論は出ませんでした。

検証会議では、「今後訓練を実施する中で、
適切な標準時間を設定すること。」とされまし
た。



図7 検証会議において、シミュレータ訓練を視察する、	
  研究委員会委員

表2 カリキュラム構成（概要）
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（1）	研修生の状況に応じて、カリキュラムは柔軟
に対応

表２のカリキュラムは、基本的には“モデルカリ
キュラム”としました。受講生の所属する港によっ
ては、荷役作業の方法も異なり、天候条件も異なり
ます。そうした条件によって柔軟に対応することと
しました。

また、訓練時間も６時間（１日）及び12時間（２
日間）の受講も可能としました。

（2）	多様な訓練ニーズ
シミュレータの設置後、港湾荷役作業者の方等を

対象とした数回の見学会を開催しました。（平成27
年度は毎月１回開催予定）

参加された方々から、活用方法に関し様々なご意
見をいただきました。

①　オペレーターに従事している者の、不得意分
野を補強する訓練

②　コンテナ荷役作業に関係する作業者で、オペ
レーター以外の業務に従事する者（デッキマン、
フォアーマン等）の体験訓練

③　これからオペレーターをめざす方の訓練
④　荷役作業中に、事故を起こしたオペレーター

の再訓練
⑤　事業所が重視している安全作業に特化した訓

練等々、いずれにしてもモデルカリキュラムを

（4）	今後の課題
今回の試行訓練は基本的にガントリークレーン操

作の初心者が対象でしたが、ある程度の経験者を対
象とした訓練を行う場合は、シミュレータの動作精
度を、さらに実機に近づけることが求められます。
実際に行われている荷役作業で、精度と安全重視の
ための必要な操作が、シミュレータで再現できるこ
とが求められます。（例えば、ホールド荷役作業に
おいて、船の傾きに応じた、精密な横行・走行操作
等。）

一部の動作に関してはシミュレータ訓練のシナリ
オを編集する過程で、複数の要素を組合せて可能に
できることもわかってきました。

さらに、機能の研究を進める必要があります。必
要な場合は、ソフトウェアの改良も検討しなければ
なりません。

4.2　　「ガントリークレーンシミュレータ活用訓練」
の構築

前出の実機とシミュレータを組み合わせた訓練の
他に、シミュレータのみによる研修コースを開発し
ました。

１回定員３名、訓練時間は18時間（３日間）とし
ました。

以下は、そのカリキュラム構成の概略です。
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（注１）ガントリークレーン・シミュレータ
 Kongsberg GlobalSim（アメリカ）製
 型式：ML4000

（注２）「ガントリークレーン訓練カリキュラム等研究委員会」
 厚生労働省の委託により設けられた委員会。学識経験者、

港湾運送事業主、労働組合の代表によって構成。６回の「研
究委員会」及び７回の「専門部会」が開催された。

 詳しくは、「ガントリークレーン訓練カリキュラム等研究
員会」報告書にまとめられ、厚生労働省に提出された。

（注３）試行訓練
 平成27年２月、３月に計２回行われた。
 受講生はそれぞれ２名。港湾運送事業所から派遣してい

ただいた。
（注４）検証会議
 受講した訓練生、担当指導員、「研究委員会」及び「専門

部会」委員により構成され、試行訓練最終日に、その成
果についての検証をおこなった。

＜参考文献＞
この報告文は、一般社団法人港湾荷役機械システム協会（東

京都港区西新橋２-17-２）機関誌「港湾荷役」（NO.４ VOL.60  
2015）に掲載された「ガントリークレーン・シミュレータの導入
とカリキュラムの構築」のタイトルの一部を変更し転載しました。

基本として、多様なニーズに柔軟に対応するこ
とが求められます。

5. おわりに

平成27年度の訓練は開始されたばかりですが、「ガ
ントリークレーン運転研修」コースのシミュレータ
訓練では、「訓練開始時の実機操作が今までに増し
て、スムーズに行われるようになった。」との報告
もあります。

35時間の訓練終了時に、それまでと比較して実機
操作がどの程度上達したのか、注視していく必要が
あります。

また、シミュレータ活用訓練の第１回の受講生
は、港湾運送事業所の作業（安全）管理責任者の方
で、天候条件の変化に対応する訓練や、訓練生概要
レポートに関心を示され、今後同社の従業員教育へ
の活用方法を検討されるとのことでした。

平成25年度に厚生労働省が行った「港湾運送事業
雇用実態調査」の、六大港職種別労働者数では、「ガ
ントリークレーン運転者」（オペレーター）は425人
とされています。ガントリークレーンの設置台数か
ら推測すると、指定港93港では、600人ほどになる
かと推測されます。

こうしたオペレーター養成には、年齢的な要素、
作業者の適正等を勘案しなければなりませんし、い
わゆる“１人前”になるには一定の時間と、多くの
経費がかかることは言うまでもありません。

シミュレータを設置した全国唯一の機関として、
実機を含めた訓練コースの実施、効果的カリキュラ
ムの研究、シミュレータを活用した優れた技能者の
データの収集と数値化等々を通じて、オペレーター
養成の一翼を担う研修センターに課せられた課題は
多くのものがあります。



徳川義直公廟（定光寺）：丸形瓦棒キャップ・ドブ板の
継手にはハゼ加工は見られない
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1. はじめに

我々の職業とする建築板金のルーツを推察してみ
ると、日本の歴史のどの辺まで戻ることになるのだ
ろうか？金属で屋根・壁・雨樋を施工したことを条
件とするならせいぜい1600年代頃だろう。しかし金
属を加工した歴史となるともっと遡ることになる。
金属による飾り物の世界があるし、武器製作の世界
もあるが、その歴史はまず銅を中心とした加工であ
り、つぎに鉄を中心とした加工である。

2. 古い時代の金属屋根（銅板葺屋根）

屋根に銅板が始めて使われた記録としては、我が
国の銅による屋根葺きの記録が「七台寺巡礼私記」
に登場する。天平神護元年（765年）、奈良の西大寺
においてと考えられる。しかし、建物自体が現存し
ていないので今となっては誰も見ることはできな
い。たとえ当時の建物が残っていたとしても風雨に
さらされ続けていては、そんなに長い間屋根の役目
を果たせるはずもない。日光の東照宮でも当時の施
工による屋根を今は見ることができない。風雨にさ
らされ痛んでしまい、ほとんどのところが現代流に
葺き替えられている。私の知るところでは施工当時
の材料で、当時の施工を今見ることが出来る銅板の
屋根は、瀬戸市の定光寺、奥の院の徳川義直公の廟
である。ここに行けば銅塊から槌で板に圧延した銅
板で屋根を施工したものが見られる。これは慶安５
年（1652年）明人　陳元贇（チン・ゲンピン）の施工
によるものである。屋根は目の高さで見られるとこ

ろもあり、銅板に槌目がはっきり残っており、板厚
も不揃いであるような板肌をしていることがよく観
察できる。心木入りの瓦棒で葺いてあるが、板厚２
～３mmの銅板を瓦棒の形にどうやって加工したの
か、そのときの道具が見たいものである。特に拝殿
屋根の瓦棒キャップは、かまぼこ形状のアール面上
に流れ方向に折り目の筋が入っており装飾の柄に

有限会社高柳板金工業　高柳　一男

建築板金とそのルーツ（前編）



銅板の打ち出し加工：こちら側の柄と裏側の柄が合体
している
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なっているのである。それを止めている釘は、銅塊
を槌加工した角型断面の釘（犬釘という）である。

使った工具を想像してみる。圧延には大きな頭の
槌を使用し、金槌、鏨（たがね）で切断、曲げるには、
折り台のような工具があったのであろうか。キャッ
プのかまぼこ形状のアール面に入っている折り目は
おそらく木型を作って鏨で筋を入れたであろう。さ
らに銅釘を打つ位置に穴を開けるのは、キリがどう
しても必要だろう。金切りはさみは有ったであろう
か。材料を切るには鏨しか使うことが出来なかった
かもしれない。もちろん板厚２～３mmの銅板をは
さみで切ろうとしても今でも無理であるが。この条
件では、はぜ加工１）をして屋根を納めることは板厚
からして不可能である。屋根の雨仕舞い納め２）には
ぜによる工法はまったく見られなかったが、この時
代はぜ組工法は無かったかもしれない。さらに定光
寺一番奥に、廟の門があるが、その格子になるとこ
ろに唐草模様の銅板による打ち出しが見事である。
打ち出し加工された形状が表側と裏側とに貝殻のよ
うに見事に合体している。当たり前であるかもしれ
ないが、手加工によりここまでやれるかと思うと気
が遠くなる思いである。まさに、銅板打ち出しの左
甚五郎である。この時代は銅板を使った屋根、壁の
建築物が多くあるが、これほど当初の銅板加工を残
している建物は見当たらない。他の建物では、40年
位遡るが、駿府城天守閣（1609）、名古屋城天守閣

（1612）、久能山東照宮（1617）、日光山東照宮銅板葺

に葺き替え（1654）のように銅板葺きがこの時代多
くあるものの、現在まで当時施工された銅板が残っ
ている建物は存在しない。焼失したか葺き替えられ
たかである。

銅瓦職人という職種があったと聞いたことがあ
る。この時代、江戸幕府関係のこうした銅板葺屋根
の仕事で全国各地を回っていたことであろう。

日光東照宮の銅板葺屋根の材料の厚みに関する資
料がある。平井　聖氏著書による屋根の歴史の中に、
銅板がどれだけの厚みに槌で圧延されて屋根に葺か
れたのか計算されている。それによると

平瓦：
長１尺３寸１枚の銅目267匁余
巾１尺１寸　手間料３分５厘８毛

丸瓦：
長１尺３寸１枚の銅目187匁８分
巾６寸５分　手間料１分９厘４毛

とある。これは承応３年の禁裏造営の記録で、す
べて大きさと重量で記録してあるので銅の比重8.5
を基準に計算していくと平瓦は0.888mmと計算でき
る。次に丸瓦については、1.0648mmと計算される。
この結果から見ると東照宮の銅板は定光寺の銅板と
比べると４分の１の薄さまで圧延されていたことに
なる。携わった人によってこんなに板厚が違うのは
なぜなのか。しかし定光寺の銅板屋根は平成の今で
も酸性雨の被害で穴が開いたところはないと思う。

3. 古い時代の金属屋根（鉛葺き屋根）

鉛で葺いた屋根は金沢城と高岡市の瑞竜寺があ
る。瑞竜寺仏殿は1659年に建てられたが、1683年修
理、1744年屋根葺き替え1796年屋根鉛板鋳直しをし
たことが文化庁の修復記録にある。金沢城の石川門
に現存する建物は1787年に再建され屋根は鉛板で葺
かれているが、現在ではほとんどがはぜ葺きに葺き
替えられている。しかし一部の屋根は葺き替えられ
ずに残っていると思われるところがある。そこは、



金沢城石川門隅櫓屋根一階部分二重屋根の下側部分

二重屋根の下側の屋根の拡大写真：重ね葺き、釘打ち
状態がわかる
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一階の屋根のうち、屋根が二層になった上屋根と下
屋根の間の下側の屋根の部分である。人間も入りに
くく施工しにくいと思われる。鉛葺き屋根は重ね葺
きで、釘止めの施工がそこだけ現存している。おそ
らく当時の施工では、まだはぜによる工法が開発さ
れていなく、瓦と同様重ねによる施工しか出来な
かったと思われる。金属による屋根施工物件も少な
く施工方法もはぜという改善まではいかなかったで
あろう。当時の銅板葺きは、瀬戸定光寺のように材
料を重ね葺きする工法で施工されており、ここの鉛
葺きも同様に重ね葺きの施工であった。写真でわか
るように、重ねはどぶ板（瓦屋根の水が流れるとこ
ろ）まで下げて重ねを多くとっている。では、今、
現在当たり前になっているはぜによる施工はいつ頃
からあったのか。その起源は、現存するものでは、
明治になってから施工された建物にしか見ることが
出来ない。

金沢城の鉛葺き屋根のように板厚２～３mmであ
るが柔らかい材料であり、はぜを掛けて施工できる
はずなのに、金沢城の石川門隅櫓の屋根の葺き替
えは、はぜが立派に施工されているが葺き替えがし
てないと思えるところが一部あり、当時ははぜによ
る施工方法は無かったと思うしかない。とすれば、
1790年代にははぜによる施工方法は金沢には無かっ
たといえる。

4. 明治時代の金属屋根

明治になってから西洋の建築様式とともに金属に
よる屋根施工も入ってきた。その施工方法の中には
ぜによる施工方法も入っていたと思われる。しかし、
明治の初めころといえば日本では機械による金属圧
延がまだ出来ない時代であるから、輸入品の材料で
しかはぜ加工ができなかったかと思う。（日本にお
ける銅板を手加工で圧延する法には板厚0.888mm位
まで、それ以上薄く圧延することは難しい。したがっ
てその0.888mmの板をはぜ加工することは屋根葺工
法としては考えられない、その時代日本にははぜ加
工という技法は無かったと考えられる。）明治初年、
ロール圧延の輸入機械でコインが造幣局で作られる
ようになったが、建築用銅板の圧延ロール機はもっ
と後になってからであったと思える。

西洋文化が鹿鳴館時代の文明開化のなかで、建築
様式と同時に施工方法も西洋のものがどんどん入っ
てきた。長野の開智学校のシンボルである塔の屋根
はまったくの西洋様式であるが、造ったのは日本の
大工である。西洋様式をまったく知らない大工が挑
戦して苦労しながら建てたのである。屋根はその大
工が葺いたのか、葺き方を見てきた大工が板金屋に
教えたのか、誰が葺いたかわからない。その頃板金



岡崎市内の銅板による看板建築
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屋という金属で屋根を葺く職業は無かったかもしれ
ない。さきの江戸城の銅瓦葺き屋根だって、金属屋
根を本業とした人によるものではなかったかもしれ
ない。たまたま金属を扱う鍛冶屋さんがたのまれて
臨時に関わり、終わったらまた元の鍛冶屋さんに戻
るかたちであったか、はたまた器用な大工さんが屋
根を葺いたのではないだろうか。

5. 板金という職業の発生

とすれば、現在の板金という職業は明治になって
から生まれたことになる。明治の何年かは判らない
が、銅板屋根の一文字葺き３）が施工されている。お
そらく、江戸時代金属細工や、鍛冶屋をしていた人
が関わったのだと思う。金属細工といえば、煙管（き
せる）簪（かんざし）刀の鍔（つば）仏壇細工、な
どが考えられる。鍛冶屋といえば刀鍛冶、野鍛冶な
どが考えられる。刀鍛冶、鉄砲鍛冶は、江戸時代の

天保年間、戦がなく仕事が激減し、代わりに金属の
加工色付け、象嵌といった飾り仕事の世界に入って
いく人が多かったということである。また、昭和20
年代まで鋳掛け屋という職業の人がいた。貴重な鋳
物鍋は、穴が開いたくらいで使い捨てなど出来ない
時代である。修理方法は金属を溶かして穴に注ぎ込
んでそこを埋めてしまう技法である。このような人
が、金属を加工して屋根に取付ける細工が出来れば
仕事になったわけである。錺師（かざりし）とか錺
工（かざりこう）という職業名がある。神社仏閣の
飾り金物を手がけている職人を中心として呼ばれて
いたが、建築板金工の呼び名としても使われていた
時代があった。しかし戦後しばらくして使われなく
なった。岡崎板金工業組合35周年の記念誌の表紙の
題字に「錺」の字が使われている。

関東大震災以後東京都内に雨後の筍のように現れ
た看板建築があるが、それは装飾付き商店建築を指
す言葉。看板建築の看板とは、実際に屋号や広告等



技能と技術　4/2015 －26－

の看板が付いている訳でなく、商店の二階部分以降
が切り立った板状（立体形状も有）で、モルタルや
銅板、タイル、レンガ等の装飾が施された様がまる
で看板のように見えることから名付けられた。命名
者は、東大生産技術研究所教授の藤森照信氏。銅板
を細かく各種形状に切断、はぜ加工していろんな形
に貼り合わせた建築物を岡崎の康生町宝金堂むかい
の竹村屋さんに今でも見ることができる。この手法
が今なお現役で活躍しているところが富山の高岡市
内でも見られる。高岡はフェーン現象で有名なとこ
ろ。火事のとき火の粉が舞ってきて類焼しないよう
不燃材料で覆う格好の材料である上に意匠性も良く
商店の外装として今に残っていると思われる。

板金という名称はいつの頃から使われてきたの
か？他の名称ではブリキ屋、鉄葉板（ブリキ）屋、
錻力屋と呼ばれた時代があったが、トタン屋さんと
呼ばれることは無かった。扱う材料は亜鉛鉄板のト
タン板がほとんどであるのに、ブリキ屋という愛称
で呼ばれていた。加工できる金属が明治の始めに我
が国に輸入され最初に屋根に張った板がブリキで
あったのであろう。器用にはさみ（金属を切る鋏で
輸入品）を使い、たたいて曲げて形をつくり、半田
付けをしていろんな細工物をこしらえることが一般
化した明治の中頃くらいに、こんな愛称で呼ばれ始
めたのだろうか。板金という名称は戦前からなのか
戦中からなのかわからないが、○○板金工作所とい
う名称がたくさんあった。仕事の中身が施工ばかり
でなく、加工の範囲が多かったためである。ガラボ
ウの筒とか繊維関係の綿打ち機械のダクトの加工専
門や、展開物を得意としていろんな形のものを作り、
また、打ち出し・絞りを取り入れ、急須やヤカン、
銅壷（どうこう）、茶筒等の工芸品を加工製造して
生活していた。現在は、長尺材料がたくさん出てき
て屋根は大型化し、屋根、壁、樋の施工に特化して
きている。加工だけで生活するには仕事量も少なく、
手間をかけた加工物は日用品としてはコスト高とな
り事業としては難しい時代となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　（後編へつづく）

＜用語解説＞
１）はぜ加工
　板金加工において、板と板をつなぐときの加工の一種。板の縁
をレ形に170°位に曲げ、レ形どうしを引っ掛けてつぶすことによ
り接続する。単純にかさねて水の浸入を止めるより、水の浸入を
防ぎやすい。

２）雨仕舞い納め
　雨水を外に排水する板金加工の水

みずみち

道処理のこと。屋根、外壁の
水切に流れる水の流れを要領よく仕舞いして室内に浸入してくる
のを止める。一文字葺のたてはぜを横はぜが切断しているのもそ
のひとつ。横はぜは水平に通っているが、たてはぜは横はぜで止
められる。
３）一文字葺き
　神社仏閣の銅板屋根は概ね一文字葺で葺いてある。銅板一枚は
葺足135mm、幅560mmくらいが標準、板の四方をはぜ加工して
葺いてある。横向きのはぜは一直線に通るがたてはぜは135mm 
一段ごとに560/2mmずれて水の流れを切っている。
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1. はじめに

私が小学生だった頃と今を再考してみると、いろ
いろな事に気がつく。マンガ雑誌をひとつ取ってみ
ても、付録として紙製ではあったが工作モノが付い
ていた。紙を切り、糊やセロファンテープで張り付
け完成させる。今思えば他愛もないモノではあるが、
当時は夢中になったものだった。

学習研究社（学研）が小学校に入り込んで販売し
ていた「学習」と「科学」という雑誌も、今となっ
ては懐かしい。いずれも、付録が楽しみであった。
現に、その制作者たちの付録の企画への苦労話を良
く耳にする。今思えばものを作るその作業が、子供
の楽しみであり、理系へのあこがれを醸成していた
のかもしれない。

わが校は、「日本のものづくりを支えたい」との
想いを大切にした実践技術者を育成している。少子
化の時代に入って大切にしなければならないのは、

「おやこ共通の話題の提供」であり、親の時代の遊
びを通して親子が関わり楽しみ共有してふれ合い、

「ものづくりの心」を大切に育て、「ものづくりへの
あこがれ」を持って欲しいと思う。

2. ものづくり大国日本

「ものづくり大国日本」は、衰退した。最大の問
題はコスト高だったといわれている。人件費が高い
との引き合いもあるが、時間当たりの単価はさほど
でも無い。本当のところは、就業時間の長さが問題
なのではないだろうか。

京都職業能力開発短期大学校　加畑　満久

ポリテクカレッジ杯ミニ四駆イベントの取り組み

過去２年間の学校祭において、地域の「ものづくり」意欲の向上と子供達に「工夫する楽しさ」を
体験してもらえる機会提供として「ポリテクカレッジ杯ミニ四駆大会」を開催した。有志職員が総長
100mを超えるコースを制作し提供することで、完成車を作り走らせること、またそれらを改良して「よ
り早く安定に走らせるためにはどうしたらいいのか」などの体験を通して「ものづくり」の楽しさを体
感して欲しいとの想いで実施した。実体験をすることで子供達の取り組み姿勢は大きく変化する。

本報告は、まずポリテクカレッジの存在を地域や子供達に知ってもらうこと、そして「ものづくり」
に興味を持ってもらいたいとの想いを実践し、今後の展開をお知らせするためのものである。
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さて、世界一の技術力を有する米国は、日本よ
りも「ものづくり」に従事する者が少なく、マイス
ター制度に代表され技術大国のイメージの強いドイ
ツは、日本よりも「ものづくり」に従事する者が多
い。先進国であるほど、製造を担う人口比率が下がっ
ていくとの情報がある。しかし、ものづくりに対す
る代替産業がない日本の経済復興のためには、得意
分野である「ものづくり」を復活させ、「ものづく
り大国日本」への返り咲きを目指すことが必須であ
ると考える。

3. あそび心とものづくり

「ものづくり」の原点は何？と聞かれると「それ
は、遊び心です」と迷わずに答える。米国のシリコ
ンバレーでは、10年ほど前から「メーカーフェア」
と呼ばれる「ものづくりの祭典」が開催されてい
る。手作りの衣食住関連製品から、おもちゃ、パー
ソナルなコンピューター関連機器、そして高度なコ
ンピューターまでもが展示されるという。プラモデ
ルを作っている個人から、GoogleやNASAまでもの
多くの人々が「ものづくり」というキーワードで集
まる。自由な発想から多くの製品やサービスを生み
出し「ものづくり」のルーツや文化が見えてくる催
しだという。

日本にも多くのアニメがあり、近未来を題材とし
たモノもあれば、アイドルやカッコイイを強く意識
したものなどが発表され、多くの若者が列をなして
いる。こういった遊び心は大切で、コスチューム・
プレイという和製英語に代表される事柄でさえ、自
らが服飾制作を手掛けるという。
「好きであること」・「こだわること」・「欲望を持

つこと」・「それを自分で解決する努力をすること」。
これらはとても大切なものづくりの原点でもある。
お金で解決しようとする時代に工夫と努力を惜しま
ない心は、何よりも大切な財産である。

4. ミニ四駆の過去と現在

さて、読者はミニ四駆をご存じだろうか。株式会
社タミヤ（旧株式会社田宮模型）が発売しているプ
ラモデルであり、商標はタミヤが保有している商品
である。1968年に発売された「クイックレーサー」
という商品を皮切りに、「子供でも作りやすいキッ
ト」の製品化を図り、何処でもよく走る四駆の動力
模型／小学生でも気軽に買える数百円程度のキット
／パーツは極力減らし、なおかつ接着剤不要で手軽
に作れるスナップフィットキットという方針の下に
ミニ四駆の開発が始まったという。

スナップキットという形態をとったことで、オプ
ションパーツ・グレードアップパーツへの変更が可
能となり、マニアにとっての魅力となるカスタマイ
ズが可能となった。

当初は「走らせられる場所が無い」という問題が
あったが、企画・製作スタッフの一人がバケツの壁
を走らせる事を思いつき、そこからレーサーミニ四
駆用のコースが設計される。しかし、スピードを上
げると簡単にコースアウトしてしまう欠点が出てく
る。これを解決したのは小学生で、バンパー部に洋
服のボタンを釘止めしてローラーにし、コーナリン
グ時のコース側壁との接触をスムーズにしていた。
また別の小学生は長い針をバンパーに立て、車体全
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高よりも高い位置でコース側壁に接触させることで
車体を転覆しにくくしていた。これらがヒントとな
り、「ガイドローラー」や「スタビライザーポール」
などのグレードアップパーツが発売されることとな
る。つまり、遊ぶ子供達がアイディアを出し合って
性能向上を図り、タミヤがその思いに応えて商品群
を強化するというスタイルで進化していった。

現在は、ほぼ完成された形でのおもちゃとなった
ミニ四駆であるが、セット車体の他のグレードアッ
プパーツのバリエーションは広く、多くの選択肢か
らそれぞれのコース・レギュレーションに合わせた
セッティングが可能となっている。

また、加工に係るツール類も多くの種類のもの
が容易に入手できることから、これまでには考えも
及ばなかった改造が行えるようになっている。加え
て、近年普及している３Ｄプリンターなどは、これ
らパーツ群を形成するのに格好のツールでもある。

5. 親と子、友達との触れ合いとのその大切さ

現代は、コミュニケーションの大切さを語らねば
ならないほど、それらの欠如が心配されている「時」
である。子供たちを中心として考える場合の関わり
合いには、友達・先輩後輩、親子、先生、地域の人々
などが、簡単に想像される。

趣味を同じくする友達の輪があり、先輩後輩の係
わりがある。親世代が楽しんだミニ四駆が子供の世
代へと引き継がれ、親の有するとっておきの一台が
子供たちがあこがれにあるといった事例もあろう。
先生方も練習会や大会などに足を運ぶことで、子供
たちの新たな一面を発見することもあるかもしれな
い。普段は家に居て、地域の人たちとの関わりの無
い子供たちが、身近なところで開催される練習会や
大会に出場することで、多くの近隣の大人たちに出
会い、自分のマシンについて説明したり自慢したり
の主役としてのポジションを得ることもあるだろ
う。

気軽に多くの人たちが出会い関われる機会は大切
で、これこそが地域づくり・地域活動の出発点とな
る。語り合いは理解し合い。理解し合いは人の関わ
りの潤滑剤でもある。

6. 学校祭を盛り上げたい！

ポリテクカレッジ京都（旧正式名称：京都職業訓
練短期大学校／現正規名称：京都職業能力開発短期
大学校）が発足して30余年が経過した。その間、多
くの関係者がそれぞれの時代に応じたアイディアを
出し合い、当校の活動を盛り上げてきた。また、発
足当時から学生自治会を組織し、学生たちの自主活
動を支援してきた。その中で、共同作業所様のバザー
などとも共催で行う歴史も生み出されてきた。

しかし、少子化の時代に入り、また2018年問題が
叫ばれる現在、当校の設置科数・総定員数も減じら
れ最多定員数と比して40％の定員数となっている現
在、実施できるイベント内容には限度もある。

当初学校祭は、学生たちの自主活動として企画・
実施され、教職員はそのサポータ役として黒子に徹
することで良かった時代もあった。しかし、現在は
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教職員のパワーも加えて地域活動の一環として実施
することが必要となっている。学生たちが主催する
学校祭ではあるが、「学校祭を盛り上げたい‼」と
の想いから、平成25年度より同時開催の「ものづく
り体験」の一環として、ミニ四駆の製作と試走、そ
してポリテクカレッジ杯と題したレースを開催する
こととした。

7. ポリテクカレッジ京都の広報の一助になれば

我が校は、正式名称が示す通り「独立行政法人」
である。それ故民間競合を避け、常に新たな道、新
たな手法にチャレンジしながら日々の業務を実施し
ている。地域と共に歩みながら、「地域で活躍でき
る人材は地域で育てる」をモットーに業務を推進し
ている。

そんな我が校の取組を、小中学生にも知って欲し
い。我が校が地域の「ものづくり」の中核的組織で
あることを地域の皆さま方にも知ってもらいたい。
そんな想いから、ポリテクカレッジ杯と題したレー
スを同時開催して、ものづくりイベントを企画・実
施してきた。あそこに行ったら、面白いことができ
る‼あそこに行ったら、色々と教えてもらえる‼こ
んな言葉を多くの人から聞くことができたら、私達
が目指すコミュニティカレッジへのスタートであ
る。

ポリテクカレッジ杯ミニ四駆大会をスタートとし
て、子供達はもとより地域住民の皆さま方に気軽に
参集いただける「体験の場」「学びの場」「ものづく
りの場」を提供していきたい。

8. 今後の展開（技術面）

今後の「ポリテクカレッジ杯ミニ四駆イベントの取
組」は、以下を検討しながら進めていく予定である。
・ミニ四駆倶楽部（仮称）の設置

当校に設置しているミニ四駆コースを子供たち
に開放し、ミニ四駆倶楽部（仮称）を設置して、
改良に向けたさまざまな試みや工夫を倶楽部員で
共有する。

また、定期的にポリテクカレッジ杯ミニ四駆大
会をオープンポリシーで開催し、大人、子供を問
わずに来校していただける機会を作る。

・ミニ四駆を改造したスロットカーへ展開
現在は、その設備上の問題で下火となっている

スロットカーであるが、スピードコントロールに
よるレース感覚は、他に類を見ないほどである。
これを実現するためには、コンパネ等の加工によ
る溝付き給電方式のコースを当校に設置・提供す
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ることで、コントロール性能を有する競技が実現
できる。

つまり、ミニ四駆を改造することでスロット
カーとして活用し、単に走らせるツールでなく、
コントロールすることで競い合うレースを実現で
き、その興味深さは飛躍的に向上する。

・３Ｄプリンターを活用した部品づくり
ミニ四駆を題材として子供達を中心とする地

域の方々に、ものづくりの楽しさ、競い合うこと
の面白さを体験していただくことを進めると同時
に、改造のためのパーツなどを３Ｄプリンターな
どで製作し、装着し性能を良くする取り組みにも
容易に対応できる。

これを行うことで、ものづくりに向かう想い
の醸成を進めることができ、ものづくりに興味を
持っていただける機会を作り出すことができる。

9. 今後の展開（地域活動）

・お祭りなどへの対応
近年は、さまざまな場所で、さまざまな形態で

のイベントが盛りだくさんである。これらのイベ
ント開催にあたって、当校のミニ四駆コースを貸
出、設置調整の上多くの子供たちに楽しんでもら
う機会を作り出すことは大切である。そして先に
述べているミニ四駆倶楽部への参画を促し、また、
当校の有する資産を活用した製作と改良を通した

「ものづくり」への関心を高める機会作りに取り
組む。

・舞鶴市ミニ四駆大会などの展開
現在は、ポリテクカレッジ杯として開催してい

るミニ四駆大会であるが、舞鶴市役所、商工会議
所等とのタイアップにより、舞鶴市長杯、商工会
議所会頭杯などと呼称されるミニ四駆大会を開催
し、より広域に楽しみを広める取組を進めていく。

・ポリテクカレッジ夏祭り－ものづくり祭典
場合によっては、当校が主催する「ポリテクカ

レッジ夏祭り－ものづくり祭典（仮称）」などを
開催し、多くの人にお越しいただき、ものづくり
を楽しんでいただけるイベントの実施にも一翼を
担えたらと考えている。

10. おわりに

市民の皆さま方にお集まりいただける機会をど
のように作り出せるか、それが当校における喫緊の
課題である。遊び心からのものづくりは大切なキー
ワードであるし、面白さと得した気分は、人を動か
す大きなモチベーションである。

ものづくりは日本の産業の根幹であり、世界に誇
れる日本の心を形成する大切な要素である。理系離
れとかコピー文化だとか、ある種の寂しい言葉が周
りを飛び交っている。これまでの日本を支えてきた

「ものづくり」、そしてこれからも支えていく「もの
づくり」を次代を担う子供たちに伝授することが、
私達ポリテクカレッジ京都職員の使命であり、もっ
とも喜びを感じる仕事でもある。

多くの人々に感動を与えられる仕事、そして「こ
れが私達の使命です‼」っと胸張れる取組を成すこ
とが私どもにとってのこの上もない幸せである。



メガープラグ外観

（指導員は分電盤の近くで確認）
従来の測定実習

教材情報教材情報
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1. はじめに

ビルメンテナンス業における電気設備保全作業の
中で、最も使用頻度の高い計測器が絶縁抵抗計（以
下、メガーという）である。ビル設備員は、現場で
ブレーカがトリップすると漏電表示を確認し、過電
流によるものか、地絡電流によるものかを判断する。
地絡電流によるトリップの場合はメガーを使用して
回路側の問題か機器側の問題かを判断し、事故点の
切り離しを行う。これらの作業を迅速に行うことで
ビルのオーナーをはじめとするお客様からの信頼を
高めることとなる。

このように非常に重要な作業であるものの、訓練
を実施するうえで屋内配線電路の絶縁抵抗を測定す
ると、ほとんどの場合が「良好（∞Ω）」となり、常
に測定値が∞Ωの測定対象では訓練生の実感・興味
が湧かないことも多い。

今回紹介する絶縁抵抗不良発生プラグ（以下、メ
ガープラグという）は既存のコンセント設備に対し
て絶縁不良の状態を再現できるようになっている。
また、取り扱いが容易であるため、訓練生自ら不良
箇所を設定し、別の訓練生がそれを探すというゲー
ム感覚でチャレンジすることができ、インセンティ
ブも与えられる。

2. これまでの絶縁抵抗測定実習の問題点とメ
ガープラグによる改善

2.1　　これまでの測定実習
メガープラグを思いつくまでの絶縁抵抗測定は、

筆者にとって苦手な実習の一つだった。というのは、
おもしろ味のある測定対象がないからである。電気
工事士試験の単位作業のような回路では現実味に欠
けるし、施設で使用している既存のコンセント設備
は通常絶縁不良ではないからだ。仮に既存の設備に
絶縁不良を仕込んだとしても、測定専用の回路に
なってしまい、複数の訓練生を対象に実習を行う訓
練では結果が分かった上での実習となる。その結果、
ダラダラと惰性でこなすだけになってしてしまいが
ちである。

このように従来の絶縁抵抗測定実習は、測定方法
を紹介することがメインになって、実務に即した内
容になっていなかった。

絶縁抵抗測定を楽しくする「メガープラグ」
〜壊れたパイロットランプを活用でき、たったの５分で作れてしまう〜

関東職業能力開発促進センター　神﨑　啓太郎
　来仙　昭久



（指導員はプラグ設置個所でも確認できる）
メガープラグによる実習

メガープラグ内部写真
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2.2　　メガープラグを使用した測定実習
メガープラグを使用した絶縁抵抗測定の一番のポ

イントは、既存のコンセント設備の任意の分岐回路
に対して絶縁不良の状態を再現できることである。
接地極付のコンセント設備であれば、このプラグを
差し込むだけで準備が完了する。この「任意の回路
に簡単に設定できること」が訓練生のやる気につな
がる。測定する訓練生は宝探しをしているような気
持ちで、プラグの準備をする訓練生は宝を隠すよう
な気持ちで実習に臨むことができる。もちろん、現
場での作業は仕事であり遊びではないのだが、実際
に訓練で使用してみると以前と比べて訓練生の集中
力も違うのである。

二つ目のポイントとして、分電盤分岐回路と屋内
配線（コンセント設備）の関係が明確になることが
挙げられる。訓練生は、各人がゲーム感覚でそれぞ
れ異なる個所（できれば誰も設定していないコンセ
ント）にプラグを設置し、不良を設定したがる傾向
がある。その結果、実習場の全ての分岐回路で絶縁
測定を実施することになり、どのブレーカがどのコ
ンセントにつながっているのかが明らかになる。

三つ目のポイントは副産物的なものであるが、後
述する内部構造にあるようにネオン管（ネオンラン
プ）を使っていること、絶縁抵抗計が125Vの試験
電圧を加えて測定する仕組み（100V用コンセント
の場合）であることから、測定中はメガープラグ内

に接続してあるネオン管が点灯する。
また、実習場を停電状態にして測定することから、

ほのかなネオン管の明かりでも十分判断できる。そ
のような特徴により、指導員は分電盤近くにいなく
ともメガープラグの設置個所でメガーの測定状況が
把握できる。

3. メガープラグが出来るまで

3.1　　訓練生の質問とひらめき
電気工事の実習で埋め込み型の配線器具を繰り

返し使っていると、劣化や作業不良により破損する
ことは珍しくない。私は電圧検知型パイロットラン
プの説明用に分解したものを残しておき、訓練生に
見せるようにしている。電圧検知型パイロットラン
プの中身はネオン管が使われており、電圧を加える
と放電によってランプが点灯する仕組みになってい
る。

ある訓練生から「パイロットランプの抵抗を測っ
たらどうなるんですか？」と質問が出た。テスタで
測定すると当然∞Ωになるが、メガーで測ると約
0.1MΩとなった。【絶縁抵抗】と【0.1MΩ】、この
２つのキーワードでメガープラグを思いつくのに時
間は掛からなかった。

3.2　　内部構造
以下の写真はパナソニック電工のWF5015という

差込みプラグを使用したものであるが、接地極付の
ものであれば何でも良い。また、線路間測定用や
200V回路にも応用が可能である。



内部接続図

どこにでもある
壊れたパイロットランプ

カバーをはずすと
中にはネオン管

パイロットランプから
取り外したネオン管

差し込みプラグに
取り付ける

プラグを組み立てて
メガーで試験電圧を
加えた状態

測定結果

線路－大地間の絶縁抵抗測定
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3.4　　測定回路図
メガープラグを使用した際の測定回路図を以下に

示す。

3.5　　直列安定抵抗の選定
市販のネオン管を使用する場合は、必ず直列安定

抵抗を接続する。

【ネオン管（NE-2H型）の例】
NE-2Hの定格はAC100V、放電電流1.5mA、直列

安定抵抗33kΩなので、次式から放電維持電圧が求
められる。

上式よりNE-2H型の放電維持電圧は50.5Vとな
る。したがって、

①　放電電流を1mAとするならば

②　200Vで放電電流を1.5mAとするならば

と選定できる。

3.3　　製作過程等
メガープラグの製作過程および測定結果を以下に

示す。

　直列安定抵抗値＝
定格電圧‒放電維持電圧

　　　　　　　　　　　 放電電流

　直列安定抵抗＝
100V‒50.5V

≅49.5kΩ
　　　　　　　　　　1mA

　直列安定抵抗＝
200V‒50.5V

≅100kΩ
　　　　　　　　　 1.5mA
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6. おわりに

ポリテクセンター関東において、【能力開発セミ
ナー「電気保全の実務」】を担当している指導員に
メガープラグを使用してもらい感想を聞いた。
『今までは、メガーの測定対象として良いものが
なかったが、実習場でも教室でも場所を選ばず使用
できるため、アビリティ訓練はもとより能力開発セ
ミナーでも十分に活用できた。既知の不良箇所では
ないので、受講生も実習を楽しんでいる様子だった。
また、プラグの中にすべてが収められているため、
持ち運びにも便利な上、破損の心配が少ない点も評
価できる。』とのことだった。

とにかく簡単に製作でき、誰でも使えるというの
がメガープラグの売りである。ゴミ箱行きになりか
けていたパイロットランプを救い出し、接地極付差
込プラグを組み合わせて試していただきたい。実際
に使用してみると、その効果が実感できるだろう。

このメガープラグが今後、広く職業訓練の現場に
普及し、活用されることを期待している。

4. 使用方法

①　分電盤のメインブレーカを開放する
②　検電器またはメガーの電圧測定機能を使い、回

路の無電圧を確認する
③　絶縁不良の設定者は、任意のコンセントにメ

ガープラグを差し込む
④　絶縁抵抗測定実施者は、分電盤にて電線路－大

地間の絶縁測定（レンジ125V）を行う

⑤　絶縁不良の分岐回路を発見したら、メガープラ
グを抜いて再度測定し、機器の絶縁不良か線路側
の絶縁不良かを確認する

⑥  次の訓練生と交代し、③以降を繰り返す

（④※の機能により、指導員はメガープラグ設置
個所でも測定の状況が確認できる）

5. メガープラグの特徴（まとめ）

⃝　接地極付のコンセント設備であれば、使用する
場所を選ばずに使用できる。

⃝　テスタでは測定不可能な抵抗であり、メガーで
のみ測定が可能であるため、テスタとメガーの
測定方法の違いが理解できる。

⃝　プラグ内にすべて組み込んであり、小型化して
いる。

⃝　測定中（試験電圧印加中）にはプラグ内のネオ
ン管が点灯するため、遠隔にてメガーの使用状
況が把握できる。

⃝　誤って通電中にメガープラグをコンセントに挿
入しても安全上問題ない。

⃝　取扱いが容易なため、誰でも絶縁不良設定が可
能である。

⃝　電線路－大地間のほか、線路間用にも対応可能
である。

⃝　200V回路用にも応用できる。
⃝　壊れたパイロットランプを活用できる。
⃝　材料が安価で、入手が容易である。

※		このとき、被測定回路に試験電圧が加わっているときはメ
ガープラグ内部のネオン管が点灯する
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ものづくり間接支援分野等における 
訓練実施基盤の開発

職業能力開発総合大学校基盤整備センター　品川　達郎

1. はじめに

本開発は、職業能力開発総合大学校基盤整備セ
ンターの調査研究テーマとして、平成25年度から２
年計画で職業能力開発総合大学校（以下、「職業大」
という）の教員、研修部の協力のもと取り組んだ。
開発の成果として、訓練技法開発研修カリキュラム、
研修テキストを開発し、それらを活用した試行研修
の実施及び検証、研修計画（品質管理分野）を立てた。

なお、完成した品質管理分野の研修は、平成28年
12月19日（月）に職業大において開講する予定となっ
ており、本稿をご覧いただき間接支援分野に関心を
持っていただけた方には、是非研修受講を検討して
いただきたい。（開講する研修のカリキュラムを本
稿の最後に示す）

2. 目的

近年、新興国のグローバル市場進出による市場の
競争の激化等、製造業全般における市場環境は大き
く変化している。図２－１に過去３年間の企業を取
り巻く事業環境の状況についての調査結果［１］を示
す。「製品に求められる品質・精度が高まった」、「よ
り短納期を求められるようになった」や「国内・海
外企業との競争が激しくなった」などの回答が多く、

「他社との差別化や技術革新」や「製品開発期間の
スピード」に関する意識よりも、品質の高い製品を

「より早く」、「より安く」提供することに関心が高
まっていることが分かる。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（以
下、「ＪＥＥＤ」という）が担う職業訓練は、製造
業などの「ものづくり分野」で活躍する人材の養成、
育成を行っている。ＪＥＥＤにおいて、ものづくり
分野は加工、組立、設計等の「ものづくり直接生産
分野」（以下、「直接生産分野」という）と品質管理、
生産管理、設備保全等の「ものづくり間接支援分野

（以下、「間接支援分野」という）の２種類に定義し、
計画、実施されている。

訓練の実施にあたり、指導員は各自の持つ専門性
に関連した加工や設計、施工等に係る技術、技能の
研鑚に努めている。直接生産分野を主たる担当とし
ている指導員が訓練を実施するバックボーンとして
間接支援分野についての基本事項を理解しておくこ
とで、直接生産分野の訓練にノウハウとして間接支
援分野の要素を取り入れて展開することができ、直
接生産分野と間接支援分野のバランスの取れた人材
を育成することができる。その結果、製造現場にて
効率的かつ安定的な生産に資する人材を輩出するこ
とが期待できると考えられる。

図2ー1 過去3年間の企業を取り巻く事業環境の状況



調査研究報告－37－

そこで本調査研究・開発では、直接生産分野を
中心に担当している中堅指導員を主にターゲットと
し、今後、間接支援分野の技術要素の導入意義を理
解し、直接生産分野の訓練にノウハウとして、間接
支援分野の技術要素の付与が必要であることへの気
づきを与えることができる研修カリキュラム及びそ
の実施に必要な教材等の開発を行うこととした。

3. 開発の方法

3.1　　開発分野
間接支援分野は、技術情報管理、生産管理、資材・

購入管理、製造計画、工程管理、品質管理、設備保
全、原価管理、人材育成等の分野があるが、開発す
る分野は訓練系に特化しないこと、生産現場におい
てニーズが高い分野を選定することとした。

図３－１に企業における中核人材に求められる知
識・ノウハウを示す［２］。企業における中核的人材に、
品質管理、生産ラインの合理化・改善、設備の保全
や改善などの知識・ノウハウが求められていること
が分かる。

同様に、ＪＥＥＤにおいて実施しているニーズ調
査においても品質管理、生産管理に関連した要素は、

毎年一定のニーズがある。
そこで、本調査研究・開発では、１年目に品質管

理、２年目に生産管理を開発分野に選定し訓練実施
基盤の開発を行うこととした。

3.2　　品質管理分野の開発
開発するカリキュラムは、ものづくり分野の訓練

における品質管理分野の重要性が理解できることを
目的としている。したがって研修を受講した指導員
が直接生産分野へ品質管理分野の要素を取り入れた
訓練を実施する必要性を感じる内容を目指した。

そこで、ＪＥＥＤの43施設を対象に品質管理分
野の訓練を実施した経験のある指導員から離職者訓
練、在職者訓練、学卒者訓練のそれぞれの訓練を担
当する立場で、品質管理分野に関する訓練において

「取り組んでいる」要素及び「今後充実したい」要
素に関する諸情報を把握するための調査を行い、そ
の結果からカリキュラムへ取り入れるべき要素を検
討することとした。

アンケート調査結果の「現在取り組んでいる」要
素を図３－２に、「今後充実したい」要素を図３－
３（上位10要素）に示す。

既に取り組んでいる品質管理の要素として、「Ｑ
Ｃ七つ道具、新ＱＣ七つ道具」、「人材育成（ＱＣサー
クル）」といった、品質管理の基本的な内容が実施
されており、「多変量解析」、「実験計画法」、「タグ
チメソッド」といった応用的内容については、今後

図2ー2 直接支援分野と間接支援分野のバランス

図3ー1 「中核的技能者」に求められる知識・ノウハウ

図3ー2 既に取り組んでいる要素

図3ー3 今後充実したい要素
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充実したいと考えていることが分かった。
この結果より詳細な訓練状況や意見、要望等を確

認するため、アンケート調査を実施した施設の中か
ら10施設においてヒアリング調査を行った。

アンケート及びヒアリング調査の結果から、「品
質管理の要素（統計的品質管理）をどのように日頃
実施している直接生産分野の訓練へ取り入れるか」
をグループで検討する内容を取り入れたカリキュラ
ムを開発することとした。

3.3　　生産管理分野の開発
生産管理分野のカリキュラムの開発は品質管理分

野の開発時に実施したアンケート調査を参考にした
上で、各訓練施設における訓練方法（特に直接生産
分野への導入状況等）、指導方法についてヒアリン
グ調査を実施した。

ヒアリング調査は、ＪＥＥＤの生産管理分野の要
素に関する訓練を担当した経験のある指導員を対象
に14施設で行った。以下に、ヒアリング調査で得ら
れた意見の一部を示す。
（1） 生産管理分野の訓練の実施方法
・すべての工程において、「標準書・手順書」を

作成している。また、工程ごとに治具を考え、
不良率や歩留まり率等を算出している。

・模擬製品の製作をとおして、大量生産ラインを
考える課題を行っている。工程の分け方、ライ
ンバランス調整の検討を行い、実際の作業（50
個程度作成）の標準時間や速度等を計測して、
１か月の生産能力を算出している。

（2） 開発する研修カリキュラムへの要望
・学科を中心としたカリキュラムではなく、具体

例（生産管理分野の要素を扱う事例）を多く取
り入れたカリキュラムを検討して欲しい。

・ツールや技法ではなく、「指導員として生産現
場でのQCDを学び、それを訓練生に伝えるこ
とも必要だ。」と気づけるような、目的意識を
持てるカリキュラムを開発していただきたい。

調査の結果から模擬製品や自動機の製作といった
「ものづくり工程（流れ）」を意識した訓練を展開す
ることで、ものづくりのためのマネジメントが必要

となることを訓練生に意識づけしている。また、具
体的な「製品」を扱うことで、生産管理分野に対す
るイメージを持ちやすくなるよう、工夫しているこ
とが分かった。

研修カリキュラムは、以下の３点に留意して開発
した。

①実際の訓練現場で取扱いやすい内容を事例とし
て採用する

②生産管理分野の技術要素と直接生産分野が密接
な関係にあることに気づくことを目標とする

③品質管理同様、「生産管理の要素をどの様にし
て日頃実施している直接生産分野に取り入れて
行くか」をグループで検討する内容を取り入れ
る

3.4　　開発したカリキュラムの構成
開発したカリキュラムの構成を図３－４に示す。

品質管理及び生産管理のどちらも、基本・概要的
な内容から研修後半で必要となる技術要素を展開す
る。その後、それぞれの分野において、直接生産分
野への活用（適用）事例を紹介した後、直接生産分
野への適用事例をグループで検討し、簡易的な指導
案を作成する流れとなっている。

4. 開発したカリキュラムの検証

4.1　　検証の方法
開発したカリキュラムの検証は、品質管理分野及

び生産管理分野ともに試行研修を行い、いずれの試
行研修も以下①または②に該当する指導員に半数ず

図3ー4 開発したカリキュラムの構成
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つ受講していただいた。
①受講する分野（品質管理または、生産管理）の

訓練を担当した経験のある指導員。
②概ね５年の指導員経験があり、受講する分野に

ついて、訓練を実施した経験の無い指導員。
①は、指導員として知っておいて欲しい下限を念

頭に、②は自身が訓練を展開する上で必要な上限を
明確にすることを念頭に受講していただき、それぞ
れの立場から試行研修に対する意見を聴取した。

4.2　　開発したカリキュラムの評価
研修終了後、研修部が実施した研修に対するアン

ケート調査結果の一部を図４－１に示す。試行研修
において78％の受講者が今後訓練に活用出来ると回
答しており、直接生産分野の訓練へノウハウとして
間接支援分野の要素を取り入れて展開することが出
来ることが確認できた。

また、試行研修受講後、ディスカッションによる
意見交換会を行った結果の一部を以下①から③に示
す。

①試行研修をとおして、間接支援分野の重要性に
気付くことが出来た。（共通）

②グループワークをとおして「間接支援分野を直
接生産分野へどう活用していくのか」の課題は
実用的だった。（共通）

③具体的な事例が聴け，今後，訓練へ展開する際、
役に立つと思った。（生管）

同様に、カリキュラムの難易度や時間配分等に係
る試行研修に対する意見も聴取し、これらの意見に
基づき、カリキュラム及び時間配分の改善を行った。

5. まとめ

本調査研究・開発では、品質管理及び生産管理の
内容を詳細に扱うことが目的でないため、訓練現場
の現状や各施設の要望を踏まえ、カリキュラムへ取
り入れる技術要素を決定し、開発を進めた。

また、「間接支援分野の要素を直接生産分野へ取
り入れる」ことに着目し、具体的に訓練へ取り入れ
ることがイメージしやすい事例を中心に検討、開発
を行った。

そのため、双方の試行研修にはグループワークを
多く取り入れ、直接生産分野の訓練へ如何に間接支
援分野の要素を取り入れるか、という点を重視し、
間接支援分野が直接生産分野と密接な関係であるこ
とに気づけるようなカリキュラム構成となってい
る。

品質管理及び生産管理の試行研修をとおして、間
接支援分野の直接生産分野への導入等における課題
として、「間接支援分野全般の指導員間の情報交換
が難しい」との意見が多く挙がった。

試行研修を実施することで職業大を中心とした
「間接支援分野」訓練に係る人的ネットワーク構築
の第一歩を踏み出せたと判断しているが、さらに情
報交換をスムーズに行える環境構築が必要である。

そのためにも、本調査研究・開発の成果物などを
活用した指導員研修の機会などを設けるなど、今後、
段階的な取り組みが必要と考える。

6. 謝辞

最後に、本開発を進めるにあたり、貴重なご意見
を賜った検討委員の皆様ならびに、カリキュラム構
築、試行研修を実施していただいた作業部会委員の
皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。

［１］［２］独立行政法人労働政策研究・研修機構「ものづくり現
場の中核を担う技能者の育成の現状と課題に関する調査」

図4－1 研修成果の活用について
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Vol.51 表紙デザイン選考結果
「技能と技術」誌 表紙デザインの募集に、全国から127点のご応募をいただきました。毎年

多数のご応募ありがとうございます。本誌編集委員長をはじめ専門識者による厳正な審査の結果、
以下の15点が入選作品として選出されました。

最優秀賞に選ばれた井口まりんさんの作品は平成28年に発行されるVol.51の表紙を飾りま
す。また、次点の中嶋優香さんの作品は平成28年度職業訓練教材コンクールのポスターデザイ
ンに採用されます。

■ 最優秀賞　　井口　まりん（神奈川県立産業技術短期大学校）

【選考員コメント】
・直線的な構成と曲線的な立体の構成が両方混ざっていて、前向きな躍動感のある
構成としてまとまっている。距離を置いて見てみたときに、動き出しそうなイメー
ジがあり目を引いた。

・立体的な表現と平面的な表現のバランスがポイントであった。立体的な表現の作
品が多い中で、立体の球体が平面の曲線によって躍動感を与えられている。
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■ 優秀賞

■ 佳作（12名）
横田　展之（兵庫県立神戸高等技術専門学院）

冨澤　柚璃（北海道立旭川高等技術専門学院）

瀨沼　賢一（神奈川障害者職業能力開発校）

井上　晴香（神奈川県立産業技術短期大学校）

上野　晃平（神奈川県立産業技術短期大学校）

中島　晃弥（宮城県立仙台高等技術専門校）

渡部　智春（秋田県立大曲技術専門校）

中山　佳苗（長野県長野技術専門校）

石倉　佳奈（島根県立東部高等技術校）

細見　美恵子（兵庫障害者職業能力開発校）

西村　和子（福岡障害者職業能力開発校）

木下　裕之（福岡障害者職業能力開発校）

（敬 称 略）

■ 優秀賞
中嶋　優香（北海道立旭川高等技術専門学院） 吉田　真璃亜（北海道立札幌高等技術専門学院）
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平成28年「技能と技術」誌 特集テーマについて
　「技能と技術」誌編集委員会において、平成28年の特集テーマが決定しまし
た。本誌への投稿をお待ちしております。

特集テーマ

2016年第１号（通巻第283号） 平成28年３月掲載

2016年第２号（通巻第284号） 平成28年６月掲載

2016年第３号（通巻第285号） 平成28年９月掲載

2016年第４号（通巻第286号） 平成28年12月掲載

【職業訓練の今】

【障害者に対する職業訓練】

【地域の特色を生かした取り組み】

【「技能の伝承」と「新技術」】

内容：新科立ち上げや指導員養成訓練など、職業訓練の今について施設の取り組み等
を紹介。

内容：障害者に対する職業訓練や就職支援の取り組み等を紹介。

内容：各地域で実施している特色ある行事やイベント、施策等を通じた取り組みや特
色ある職業訓練等を紹介。

内容：技能の見える化や新技術・ものづくりの変化など、事例をもとに紹介。

問い合わせ先

「技能と技術」誌編集事務局
職業能力開発総合大学校	基盤整備センター	企画調整部普及促進課
〒187-0035 東京都小平市小川西町2-32-1
TEL：042-348-5075 FAX：042-348-5098 E-Mail：fukyu@uitec.ac.jp
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原稿募集のお知らせ
　「技能と技術」誌では職業訓練やものづくりにかかわる以下のような幅広いテーマで原稿
を募集しています。執筆に関してのご相談はfukyu@uitec.ac.jpまでお寄せください。また、
記事に関するご意見やご感想もお待ちしております。

実践報告

技術情報

技術解説

教材開発・教材情報

海外情報・海外技術協力

企業の訓練

ずいそう・雑感・声・短信・体験記

実験ノート・研究ノート

伝統工芸

調査報告・研究報告

各訓練施設における各種訓練コース開発、カリキュラム開発、訓練方法、指導法、評価
法等の実践の報告

技術的に新しい内容で訓練の実施に有用な情報

各種訓練の応用に活かすための基礎的な技術を解説

各訓練コースで使用される教材開発の報告、教材に関する情報

諸外国の一般情報、海外訓練施設での訓練実践、教材等の情報

企業の教育訓練理念、体系、訓練内容、教材、訓練実践を紹介

紀行文、所感、随筆、施設状況等各種

各種の試験・実験・研究等で訓練に有用な報告、研究資料

伝統工芸を伝承するための技能や人物を紹介

社会情勢や動向を調査・研究し、能力開発業務に関わる部分の考察をした報告



編 集 後 記

▶︎前号編集中はあんなに暑かったのに、最近では朝晩がすっかり寒くなりまし
た。季節はちゃんと移っていくんだなぁと毎年感心してしまいます。寒くなった
らなったで半袖ですごした季節が恋しくなったりして。。。▶︎今号の特集は「職業
訓練の役割（魅力ある職業訓練）」ということで３つの取り組みをご寄稿いただ
きました。訓練生の技能習得のモチベーションを高めるために、競技会への参加
や校外実習の実施、シミュレーターの導入など、各訓練施設ではさまざまな取り
組みが行われており、成果をあげていることがうかがえます。▶︎先日、次女の
七五三で神社へお参りにいってきました。「建築板金とそのルーツ」の校正中で
したので、屋根の造りが気になってしょうがありませんでした。▶︎「ミニ四駆イ
ベント」は参加者の笑顔と入賞者の誇らしげな表情が印象的でした。ものづく
りの楽しさを忘れずに育って欲しいものです。▶︎「メガープラグ」は是非試して
みたい教材ですね。試してみたよ！の報告をお待ちしております。読者の皆さ
んもせっかく作った教材は本誌でシェアしてみませんか。▶︎「ものづくり間接支
援」は研修カリキュラム開発の経緯がうかがえました。品質管理や生産管理はセ
ミナーニーズも大きいため、研修受講を是非ご検討ください。▶︎表紙デザイン選
考に入賞された皆様おめでとうございます！ご指導いただきました先生方にも感
謝申し上げます。来年度も是非ご応募ください。▶︎次号で Vol.51 です。本誌は
１年ごとに Vol が増えるので、Vol.51で50 周年ということになります。今号に
Vol.51 の特集テーマを掲載しました。次号の特集は「職業訓練の今」を予定し
ております。

　【編集 大野】
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